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2
0
2
4
年
の
三
重
県
経
済
は
、経
済
活
動
の
正

常
化
が
続
く
中
、各
種
経
済
対
策
も
下
支
え
し
て
、

個
人
消
費
や
設
備
投
資
、雇
用
情
勢
で
緩
や
か
な
持

ち
直
し
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。た
だ
し
、年
後
半
に
か

け
て
は
個
人
消
費
の
伸
び
が
一
巡
し
、回
復
ペ
ー
ス
は

や
や
鈍
化
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

個
人
消
費
は
、経
済
活
動
正
常
化
の
流
れ
の
中
、政
府

の
物
価
高
対
策
も
下
支
え
し
持
ち
直
し
が
続
く
。た
だ

し
、年
後
半
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
リ
バ
ウ
ン
ド
消
費
の一

巡
や
物
価
高
対
策
の
段
階
的
縮
小
等
に
伴
い
伸
び
は
鈍

化
す
る
。企
業
の
業
況
は
、23
年
の
回
復
を
主
導
し
た
非

製
造
業
が
、個
人
消
費
の
伸
び
鈍
化
を
受
け
て
勢
い
を

欠
く
見
通
し
。一方
、製
造
業
は
、供
給
制
約
の
緩
和
が
進

む
中
で
堅
調
に
推
移
す
る
見
通
し
。経
済
活
動
の
持
ち

直
し
に
伴
い
労
働
需
給
の
ひ
っ
迫
は
続
き
、賃
上
げ
圧
力

が
継
続
す
る
中
で
、所
得
環
境
は
引
き
続
き
改
善
に
向

か
う
。設
備
投
資
は
、需
要
拡
大
や
新
規
需
要
取
り
込

み
の
た
め
、能
力
増
強
等
の
積
極
投
資
が
増
え
る
見
通

し
で
、人
手
不
足
対
応
と
し
て
省
人
化
投
資
へ
の
関
心

も
高
い
。な
お
、世
界
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
は
強

く
、下
振
れ
リ
ス
ク
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
１
） 

個
人
消
費

①
持
ち
直
し
継
続
も
年
後
半
は
伸
び
鈍
化

　

24
年
の
個
人
消
費
は
、回
復
基
調
を
維
持
す
る
も

の
の
、年
後
半
に
か
け
て
回
復
のペ
ー
ス
は
鈍
化
す
る
と

み
ら
れ
る
。

　

津
市
の
消
費
者
物
価
指
数（
生
鮮
食
品
除
く
総
合
）

は
、23
年
１
月
に
前
年
比
で
＋
4・8
％
と
約
42
年
ぶ
り
の

高
水
準
と
な
っ
た
が
、以
降
、上
昇
率
は
鈍
化
傾
向
に
あ

る（
10
月
＋
2・0
％
）。物
価
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
状
況

に
変
わ
り
は
な
い
が
、経
済
正
常
化
等
に
よ
り
、23
年
後

半
に
は
消
費
者
の
意
識・行
動
は
上
向
い
た
。

　

当
社
が
23
年
11
月
下
旬
に
県
内
で
働
く
人
を
対

象
に
行
っ
た「
消
費
意
識・行
動
の
変
化
に
関
す
る
調

査
」で
は
、物
価
高
な
ど
最
近
の
経
済
情
勢
を
受
け

て「
節
約
し
よ
う・し
た
方
が
良
い
と
い
う
節
約
意
識

が
高
ま
っ
た
」人
は
8
2・7
％
と
な
り
、１
月
調
査
の

9
0・6
％
か
ら
低
下
し
た
。

　

消
費
行
動
も
持
ち
直
し
た
。「
節
約
意
識
が
高
ま

り
、か
な
り
節
約
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」人
の
割
合
が
1

月
よ
り
低
下（
△
2・9
ポ
イ
ン
ト
）し
た一方
、「
節
約
意

識
は
特
に
高
ま
っ
て
お
ら
ず
、消
費
は
概
ね
こ
れ
ま
で

通
り
」（
＋
7・1
ポ
イ
ン
ト
）や
、「
節
約
意
識
は
高
ま
っ

た
が
、実
際
は
消
費
が
増
え
て
い
る
」（
＋
2・2
ポ
イ
ン

ト
）、「
節
約
意
識
は
特
に
高
ま
って
お
ら
ず
、む
し
ろ
消

費
は
増
え
て
い
る
」（
＋
0・8
ポ
イ
ン
ト
）が
上
昇
し
、消

費
意
識・行
動
と
も
に
改
善
が
み
ら
れ
た
。﹇
図
❶
﹈

　

総
務
省「
家
計
調
査
」の
県
庁
所
在
市
別
結
果
か

ら
、津
市
の
二
人
以
上
の
世
帯
に
お
け
る
消
費
支
出
の

「
購
入
頻
度
」を
み
る
と
、23
年
１
〜
９
月
は
累
計
で
前

年
同
期
比
＋
0・6
％
と
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
た
。四

半
期
別
に
み
る
と
、1
ー
3
月
は
△
4・4
％
、4
ー
6

月
は
△
0・8
％
、7
ー
9
月
は
＋
7・2
％
と
年
後
半
に

か
け
て
持
ち
直
し
た
。品
目
別（
１
〜
９
月
累
計
）で

は
、「
食
料
」の
う
ち
生
鮮
食
品
や
調
味
料
な
ど
自
炊
で

使
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
も
の
が
減
っ
た
一
方
、菓
子
類

や
調
理
食
品
の
ほ
か
、外
食（
前
年
同
期
比
＋
3
8・1

％
）が
４
割
近
く
増
え
た
。宿
泊
料（
＋
3
2・2
％
）や

パッ
ク
旅
行
費（
＋
5
2
7・3
％
）、入
場・観
覧・ゲ
ー
ム

代（
＋
3
7・5
％
）、ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
料
金（
＋
3
1
3・1

％
）、理
美
容
サ
ー
ビ
ス（
＋
2
6・7
％
）な
ど
も
大
幅
に

増
え
、コ
ロ
ナ
禍
で
抑
制
さ
れ
て
き
た
外
出・娯
楽
関
連

サ
ー
ビ
ス
の
消
費
支
出
頻
度
が
大
き
く
持
ち
直
し
た
。

ま
た
、自
動
車
購
入（
＋
1
0
0・0
％
）は
、半
導
体
不

足
の
緩
和
に
よ
り
自
動
車
生
産
が
回
復
し
納
車
遅
延
の

解
消
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
相
ま
って
、高
額
な
が
ら
倍

増
し
、自
動
車
保
険
料（
＋
2
8・5
％
）も
増
加
し
た
。

　

当
社
が
23
年
11
月
下
旬
に
県
内
企
業
に
行
っ
た「
業

況
に
関
す
る
調
査
」（
以
下
、当
社
11
月
調
査
）で
は
、

「
価
格
転
嫁
し
た
が
、消
費
者
も
値
上
げ
の
流
れ
を
受

け
入
れ
て
い
る
」（
宿
泊
施
設
）、「
価
格
高
で
も
宿
泊
需

要
は
続
く
」（
宿
泊
施
設
）、「
週
末
や
連
休
だ
け
で
な

く
平
日
も
多
く
の
予
約
客
が
あ
る
」（
飲
食
店
）な
ど
、

消
費
需
要
の
回
復
を
示
す
声
が
多
数
聞
か
れ
た
。

　

経
済
活
動
の
正
常
化
が
続
く
中
、24
年
も
サ
ー
ビ
ス

消
費
は
回
復
基
調
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。O
E
C
D
の

見
通
し
で
は
、日
本
の
消
費
者
物
価
イ
ン
フ
レ
率
は
、23

年
が
3・1
％
、24
年
は
2・1
％
と
低
下
を
見
込
む
。

た
だ
年
後
半
は
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
リ
バ
ウ
ン
ド
消
費
の一

部
や
自
動
車
の
挽
回
生
産
に
伴
う
購
入
増
に
よ
る
伸

び
は
一
巡
す
る
と
み
ら
れ
る
。当
社
11
月
調
査
で
は
、

「
24
年
は
23
年
の
回
復
の
反
動
で
、23
年
ほ
ど
の
伸
び
は

期
待
で
き
な
い
」（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
）、「
自
動
車
の
納

期
遅
延
の
解
消
か
ら
23
年
度
は
好
調
を
維
持
す
る
が
、

24
年
度
は
一
段
落
す
る
」（
自
動
車
販
売
）な
ど
、24
年

は
回
復
ペ
ー
ス
の
鈍
化
を
懸
念
す
る
声
が
聞
か
れ
た
。

②
物
価
高
対
策
が
下
支
え
も
限
定
的

　

政
府
の
物
価
高
対
策
は
、所
得
と
消
費
を
下
支
え

す
る
が
限
定
的
と
み
ら
れ
る
。

　

政
府
は
、23
年
11
月
に
閣
議
決
定
し
た「
デ
フ
レ
完

全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」（
以
下
、総
合
経

済
対
策
）に
お
い
て
、物
価
高
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
生

活
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、23
年
末
を
期
限
と
し
て
い

た
燃
料
油
価
格
の
上
昇
を
抑
え
る
補
助
金（
燃
料
油

価
格
激
変
緩
和
措
置
）期
限
を
24
年
４
月
末
ま
で
延

長
す
る
と
発
表
し
た
。翌
月
以
降
は
経
済
情
勢
を
踏

ま
え
つつ
補
助
率
を
段
階
的
に
縮
小
す
る
。電
気・ガ
ス

代
の
料
金
を
低
減
す
る
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
は
、

24
年
４
月
末
ま
で
延
長
し
、５
月
に
は
激
変
緩
和
の
幅

を
縮
小
す
る
と
し
て
お
り
、こ
れ
ら
に
よ
り
24
年
１
〜

４
月
の
消
費
者
物
価
を
前
年
比
1・0
％
ポ
イ
ン
ト
程

度
押
し
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、令
和
6
年
度
税
制
改
正
を
経
て
、24
年
６

月
か
ら
は一人
あ
た
り
４
万
円
の
所
得
税・個
人
住
民

税
の
定
額
減
税
を
実
施
す
る
ほ
か
、低
所
得
世
帯
へ

は
計
10
万
円
の
給
付
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
は
、家
計
の
可
処
分
所
得
を
押
し

上
げ
、消
費
を
下
支
え
す
る
。た
だ
し
、賃
上
げ
の
よ

う
な
恒
常
的
な
押
上
げ
要
因
に
比
べ
る
と
効
果
は一

時
的
に
と
ど
ま
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、24
年
の
個
人
消
費
は
、経

済
活
動
正
常
化
の
流
れ
の
中
サ
ー
ビ
ス
消
費
を
中
心
に

持
ち
直
し
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。物
価
高
は
引
き
続

き
抑
制
要
因
で
は
あ
る
も
の
の
イ
ン
フ
レ
圧
力
は
23
年

よ
り
は
薄
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、物
価
高
対
策
の
下

支
え
も
あ
り
、回
復
基
調
が
継
続
す
る
。た
だ
、コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
リ
バ
ウ
ン
ド
消
費
の一
部
や
、自
動
車
な
ど
半

導
体
不
足
等
の
解
消
に
伴
い
増
え
た
消
費
の
伸
び
は一

巡
し
、23
年
ほ
ど
の
増
加
に
は
至
ら
な
い
こ
と
、物
価
高

対
策
も
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、回
復
ペ
ー

ス
は
年
後
半
に
か
け
て
鈍
化
す
る
と
み
ら
れ
る
。

（
２
）企
業
の
業
況

企
業
の
業
況
感
は
持
ち
直
し
基
調
も
、非
製
造

業
で
勢
い
を
欠
く

　

県
内
企
業
の
24
年
の
業
況
感
は
、プ
ラ
ス
を
維
持

し
な
が
ら
も
、個
人
消
費
の
伸
び
鈍
化
等
を
背
景
に

非
製
造
業
で
や
や
勢
い
を
欠
く
見
通
し
で
あ
る
。

　

当
社
11
月
調
査
に
よ
る
と
、自
社
の
収
益
を
中
心

と
し
た
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ（「
良
い
」の
回
答
割
合
ー

「
悪
い
」の
回
答
割
合
）は
、23
年
は
非
製
造
業
が
主

導
す
る
形
で
高
水
準
と
な
っ
た
が
、24
年
は
、製
造
業

が
堅
調
に
推
移
す
る
一
方
で
、非
製
造
業
が
水
準
を

下
げ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。も
っ
と
も
、非
製
造
業
で

「
悪
い
」見
通
し
が
増
え
た
わ
け
で
は
な
く
、「
良
い
」

が
減
って「
さ
ほ
ど
良
く
な
い
」が
増
え
て
お
り
、回
復

が
落
ち
着
く
と
の
見
方
が
大
勢
で
あ
る
。﹇
図
❷
﹈

　
一
方
、製
造
業
は
、ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
半

導
体
等
の
部
材
供
給
不
足
の
緩
和
、原
材
料
高
の
落

ち
着
き
な
ど
が
主
因
と
な
り
持
ち
直
す
。

　

当
社
11
月
調
査
で
は
、原
材
料
や
部
材
な
ど
が
計
画

通
り
に
仕
入
れ
で
き
な
い「
仕
入
れ
難
」を
見
込
む
企
業

は
、製
造
業
で
22
年
７
月
の
4
9・1
％
か
ら
、11
月
お
よ

び
24
年
に
は
約
31
％
に
減
る
見
通
し
と
な
っ
た
。特
に
、県

内
で
の
生
産
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
、半
導
体
不
足
に
よ
る
生

産
調
整
が
顕
著
で
あ
っ
た
自
動
車
関
連
生
産
は
、23
年

年
央
か
ら
上
向
い
て
お
り
、減
産
の
影
響
を
受
け
て
い
た

部
品・機
器
メ
ー
カ
ー
や
部
品
輸
送
業
者
等
で
も
業
況
は

回
復
し
て
き
て
い
る
。製
造
業
の
生
産
活
動
の
動
き
を
表

す
三
重
県
鉱
工
業
生
産
指
数
を
み
て
も
、輸
送
機
械
工

業
は
23
年
９
月
時
点
で
４
か
月
連
続
の
前
月
比
上
昇
と

な
り
、四
日
市
港
の
通
関
輸
出
額
は
、足
元
10
月
分
は
乗

用
車
が
前
年
比
増
に
大
き
く
寄
与
し
た
。﹇
図
❸
﹈

　

ま
た
、製
造
業
で
は
、仕
入
価
格
が
１
年
前
よ
り

「
上
昇
」し
て
い
る
企
業
が
23
年
１
月
の
6
4・6
％

か
ら
11
月
は
5
1・4
％
に
低
下
し
、原
材
料
や
燃
料

等
の
価
格
の
上
昇
傾
向
は
や
や
落
ち
着
き
を
見
せ

始
め
て
い
る
。﹇
図
❹
﹈

　

な
お
、保
証
付
き
融
資
の
返
済
を
信
用
保
証
協
会
が

肩
代
わ
り
す
る
代
位
弁
済
件
数
を
み
る
と
、県
内
で
は

23
年
１
〜
10
月
累
計
で
前
年
比
＋
9
3・5
％
と
倍
増
し

て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
中
小
企
業
を
対
象
に
始
ま
っ
た
実
質

無
利
子・無
担
保
の〝
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
〞の
返
済
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の「
借
り
換
え
保
証
」が
23
年
１
月
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
過
剰
債
務
や
物
価
高
、人
手
不

足
な
ど
で
資
金
繰
り
が
厳
し
く
返
済
が
難
し
く
な
っ
た

倒
産
予
備
軍
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。た

だ
し
、景
気
全
体
に
与
え
る
影
響
は
軽
微
と
み
ら
れ
る
。

（
３
）雇
用・所
得
環
境

労
働
需
給
の
ひ
っ
迫
、賃
上
げ
圧
力
で
雇
用・所

得
環
境
は
引
き
続
き
改
善

　

経
済
活
動
の
持
ち
直
し
に
伴
い
、労
働
需
給
は
引

き
締
ま
っ
た
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

県
内
の
ハロ
ー
ワ
ー
ク
の
有
効
求
人
倍
率
は
、足
元

で
鈍
化
し
て
い
る
も
の
の
引
き
続
き
１
倍
を
大
き
く

上
回
って
い
る（
10
月 

1・2
9
倍
）。

　

当
社
11
月
調
査
で
は
、人
員
が「
不
足
」「
や
や
不

足
」し
て
い
る
企
業
は
、製
造
業
で
4
8・5
％
、非
製
造

業
で
は
7
0・4
％
に
上
っ
た
。23
年
度
中
あ
る
い
は
24

年
度
中
に
人
員
を「
増
や
す
予
定
」の
企
業
は
2
6・2

％
、「
増
や
し
た
い
」は
4
3・1
％
と
な
り
、７
割
近
い
企

業
が
増
員
意
向
を
示
し
て
い
る
。と
く
に
非
製
造
業
で

は「
増
や
し
た
い
」が
高
く
、人
手
不
足
で「
仕
事
を
断
っ

て
い
る
」（
2
4・7
％
）企
業
も
少
な
く
な
い
。﹇
図
❺
﹈

　
「
地
元
の
大
手
製
造
業
で
求
人
増
と
な
っ
て
お
り
、高

校
新
卒
者
が
こ
こ
3
年
ほ
ど
採
用
で
き
て
い
な
い
」（
建
築

資
材
製
造
）、「
最
低
賃
金
が
上
が
り
過
ぎ
て
、待
遇
面
で

他
社
と
差
を
つ
け
ら
れ
ず
困
って
い
る
」（
食
料
品
製
造
）、

「
採
用
の
た
め
高
賃
金
で
募
集
す
る
企
業
も
多
く
、若
手

社
員
の
離
職
が
増
え
た
」（
プ
レ
カ
ッ
ト
）な
ど
、人
手
確
保

と
賃
上
げ
の
流
れ
に
苦
慮
し
て
い
る
企
業
は
多
い
。

　

物
価
高
の
中
、従
業
員
の
生
活
を
守
る
必
要
も
あ

り
、23
年
は
、県
内
で
も
多
く
の
企
業
が
努
力
し
賃
上

げ
に
踏
み
切
っ
た
。当
社
７
月
調
査
で
は
、23
年
４
月

以
降
に
、賞
与
な
ど
を
含
む
賃
金
を「
引
き
上
げ
た
」

企
業
は
7
5・5
％
に
上
っ
た
。「
賃
上
げ
率
」は
回
答

平
均
で
3・3
0
％
と
な
り
、調
査
を
開
始
し
た
17
年

以
降
で
初
め
て
３
％
を
超
え
た
。回
答
企
業
の
９
割
は

中
小
企
業
だ
が
、全
従
業
員
の
基
本
給
の
水
準
を
一律

に
引
き
上
げ
る「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」や
、定
期
昇
給
制
度

の
な
い
場
合
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
相
当
す
る「
基
本
給
の

引
き
上
げ
」を
行
う
企
業
が
増
え
た
。﹇
図
❻
﹈

　

連
合
は
12
月
1
日
に
、24
年
の
春
闘
に
つ
い
て
、賃
上

げ
の
要
求
水
準
を「
５
％
以
上
」と
す
る
闘
争
方
針
を

正
式
決
定
し
た
。23
年
の「
５
％
程
度
」よ
り
表
現
を
強

め
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
３
％
以
上
を
求
め
る
方
針
を
示
し

た
。経
団
連
は
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
継
続
は
容
易
で
は
な
い

が
、昨
今
の
物
価
上
昇
を
踏
ま
え
れ
ば
、そ
の
目
標
は

労
働
運
動
と
し
て
理
解
で
き
る
と
し
、企
業
の
社
会
的

責
任
と
し
て
賃
上
げ
を
呼
び
か
け
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

人
手
不
足
が
広
が
る
中
、賃
金
の
水
準
は
人
材
獲

得
競
争
や
人
材
の
定
着
に
大
き
く
影
響
す
る
。大
企

業
で
賃
上
げ
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
再
び
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
入
が
増
え
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、地
方
の
中
小
企
業
が
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
は
よ
り
困
難
な
状
況
と
な
って
い
る
。

　

政
府
の
総
合
経
済
対
策
で
は
、中
小
企
業
も
含
め

て
賃
上
げ
の
動
き
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、

赤
字
法
人
を
含
め
た
賃
上
げ
促
進
税
制
の
強
化
や
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
下
に
お
け
る
取
引
価
格
の
適
正
化

な
ど
の
価
格
転
嫁
対
策
、人
手
不
足
対
応
や
生
産
性

向
上
の
た
め
の
省
人
化
投
資
支
援
な
ど
、賃
上
げ
継

続
に
向
け
た
支
援
策
を
拡
充
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、24
年
の
所
得
環
境
は
、労
働

需
要
の
持
ち
直
し
に
加
え
賃
上
げ
圧
力
の
継
続
を
受

け
て
引
き
続
き
改
善
に
向
か
う
と
み
ら
れ
る
。当
社
11

月
調
査
で
は
、24
年
度
に
賃
金
を「
引
き
上
げ
る
方
向

で
検
討
」し
て
い
る
企
業
は
6
6・3
％
と
、23
年
度
見

通
し（
6
2・4
％
）を
上
回
っ
た
。ま
た
、物
価
が
高
止

ま
り
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、消
費
の
持
続
的
な
回

復
に
は
、物
価
上
昇
分
に
見
合
っ
た
賃
上
げ
が
必
要
と

な
る
。も
っ
と
も
、既
に
23
年
に
相
応
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

含
む
賃
上
げ
を
行
っ
た
企
業
や
、価
格
転
嫁
が
十
分
に

進
め
ら
れ
ず
収
益
が
悪
化
し
て
い
る
企
業
で
の
賃
上
げ

は
容
易
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、23
年
を
大

幅
に
上
回
る
賃
上
げ
に
は
至
ら
な
い
と
み
ら
れ
る
。

（
４
）設
備
投
資

新
規
需
要
の
取
り
込
み
で
能
力
増
強
、人
手
不

足
で
省
人
化
投
資

　

24
年
の
企
業
の
設
備
投
資
は
、堅
調
に
推
移
す
る

と
み
ら
れ
る
。

　

当
社
７
月
調
査
で
は
、23
年
度
上
期
に
、5
0
0
万

円
以
上
の
設
備
投
資
を
実
施
し
た
企
業
の
割
合
が
、

コ
ロ
ナ
禍
前
を
３
半
期
連
続
で
上
回
り
、コ
ロ
ナ
禍
で

先
送
り
さ
れ
て
き
た
投
資
の
再
開
を
鮮
明
に
し
た
。

　

当
社
11
月
調
査
で
は
、実
施
企
業
の
割
合
が
、23

年
度
見
込
み
で
5
0・0
％
、24
年
度
見
通
し
で
は

5
2・5
％
と
な
り
、製
造
業
、非
製
造
業
と
も
に
上

向
く
見
通
し
と
な
っ
た
。﹇
図
❼
﹈

　

24
年
度
は
、新
規
需
要
の
開
拓・取
り
込
み
を
図

る
た
め
、あ
る
い
は
需
要
の
拡
大
を
見
込
ん
で
、生
産

能
力
や
販
売
能
力
の
増
強
な
ど
の
積
極
投
資
が
増

え
る
見
通
し
で
あ
る
。ま
た
、人
手
不
足
へ
の
対
応
と

し
て
、省
人
化
投
資
や
I
C
T・ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
導
入

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
投
資
を
計
画
す
る
企
業
も
み

ら
れ
る
。﹇
図
❽
﹈

　

特
に
、省
人
化
投
資
に
つ
い
て
は
、現
状
取
り
組
ん
で

い
な
い
企
業
に
お
い
て
も
、人
手
不
足
対
応
策
と
し
て

関
心
は
高
く
、「
今
後
、で
き
れ
ば
取
り
組
み
た
い
」

（
5
5・2
％
）と
す
る
企
業
が
半
数
を
超
え
た
。今
後

取
り
組
む
予
定
の
企
業
で
は
、「
生
産
ラ
イ
ン
の一
部
自

動
化
」（
窯
業・土
石
）、「
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
」（
建
設
）、

「
セ
ル
フ
レ
ジ
」（
ス
ー
パ
ー
）、「
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
、配

膳
の
自
動
化
」（
飲
食
店
）な
ど
を
計
画
す
る
企
業
が

み
ら
れ
た
。政
府
は
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て
、中
小

企
業
の
省
力
化
投
資
を
促
進
す
る
た
め
、ロ
ボッ
ト
等
の

汎
用
製
品
を
容
易
に
選
択
し
導
入
で
き
る
よ
う
な
カ
タ

ロ
グ
作
成
の
ほ
か
、工
場
等
の
新
設
や
大
規
模
な
設
備
投

資
を
行
う
場
合
の
支
援
措
置
を
講
じ
る
と
し
て
い
る
。

（
５
）下
振
れ
リ
ス
ク

　

景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
と
し
て
は
、世
界
的
な
金

融
引
締
め
に
伴
う
影
響
や
中
国
の
不
動
産
市
場
の

停
滞
に
伴
う
経
済
の
失
速
な
ど
、外
需
の
減
速
懸
念

が
あ
る
。ま
た
、日
本
銀
行
が
金
融
緩
和
策
の
本
格

的
な
修
正
に
着
手
す
る
と
の
観
測
は
根
強
く
、こ
れ

が
金
利
上
昇
や
円
高
を
通
じ
て一部
で
は
下
押
し
圧

力
と
な
る
。こ
れ
ら
は
、そ
の
行
方
に
よ
っ
て
は
、企
業

の
輸
出・生
産・業
績
を
下
押
し
し
、個
人
消
費
や
設

備
投
資
を
減
退
さ
せ
る
リ
ス
ク
と
な
る
。ま
た
、金
融

資
本
市
場
の
変
動
に
加
え
、地
政
学
的
な
緊
張
に
よ

る
資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
へ
の
影
響
、物
価
上

昇
な
ど
の
動
向
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
県
内
企
業
の
2
0
2
4
年
へ
の
期
待

と
懸
念

　

当
社
11
月
調
査
で
は
、県
内
の
企
業
が
2
0
2
4

年
に
期
待・注
目
し
て
い
る
新
た
な
動
き
と
し
て
、ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
不
安
定
化
す
る
米
中
関
係

な
ど
地
政
学
的
リ
ス
ク
を
受
け
て
、製
造
業
に
お
け
る

「
国
内
回
帰
」の
動
き
を
期
待
す
る
声
が
複
数
聞
か

れ
た
。短
期
間
で
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
が
、動
き

が
広
が
れ
ば
内
需
の
構
造
的
回
復
に
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
世
界

的
に
進
展
す
る「
E
V（
電
気
自
動
車
）化
」の
流
れ

を
受
け
、国
産
メ
ー
カ
ー
で
の
取
り
組
み
の一
層
の
推

進
を
予
想
し
、関
連
す
る
設
備
投
資
の
増
加
を
期
待

す
る
声
が
あ
る
。建
設
業
で
も
、E
V
の
充
電
設
備

関
連
工
事
の
需
要
増
加
の
期
待
が
み
ら
れ
た
。一
方
、

E
V
シ
フ
ト
に
よ
り
、国
内
の
排
気
系・エ
ン
ジ
ン
部
品

メ
ー
カ
ー
等
の
減
産
に
よ
る
影
響
を
懸
念
す
る
企
業

や
、E
V
化
の
変
化
ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
自
社
製
品

の
構
成
検
討
が
必
要
と
考
え
る
企
業
も
あ
り
、E
V

化
への
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

　

25
年
４
〜
10
月
に
大
阪
夢
洲
で
開
催
予
定
の

「
2
0
2
5
年
日
本
国
際
博
覧
会（
大
阪・関
西
万
博
）」

に
関
連
し
て
、パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
に
伴
う
建
設
資
材
需

要
、万
博
開
催
に
伴
い
関
西
圏
で
発
生
す
る
関
連
設
備

投
資
の
増
加
と
そ
れ
への
応
援
特
需
、建
築
物
構
造
検
査

な
ど
、間
接
的
需
要
を
期
待
す
る
声
が
み
ら
れ
た
。

　

観
光
関
連
事
業
者
で
は
、宿
泊
施
設
や
ゴ
ル
フ
場
、

鉄
道
輸
送
な
ど
で
、特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
や
コ

ロ
ナ
禍
で
増
え
た
F
I
T（
個
人
旅
行
）の
取
り
込

み
を
期
待
す
る
声
が
み
ら
れ
た
。

　
一方
、懸
念
材
料
と
し
て
、外
国
為
替
相
場
の
急
激

な
変
動
、物
流
業
や
建
設
業
に
お
け
る「
2
0
2
4

年
問
題
」に
よ
る
人
手
不
足
対
応
や
荷
主
へ
の
影
響

等
が
挙
が
り
、今
後
、注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

各
種
経
済
対
策
も
下
支
え
し
、個
人
消
費
や
設
備
投

資
、雇
用
情
勢
を
中
心
に
緩
や
か
な
回
復
を
た
ど
っ
た
。

　

個
人
消
費
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
が
な
く
な
り
、

外
出
や
娯
楽
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
消
費
を
中
心
に
持
ち

直
し
た
。生
産
活
動
の
制
約
と
な
っ
て
い
た
半
導
体
不

足
な
ど
の
調
達
難
の
問
題
は
徐
々
に
解
消
に
向
か
い
、

年
後
半
に
は
、影
響
が
顕
著
で
あ
っ
た
自
動
車
の
挽
回

生
産
が
進
ん
だ
。ま
た
、設
備
投
資
を
実
施
す
る
企
業

の
割
合
は
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
を
上
回
っ
て
推
移
し

た
。22
年
頃
か
ら
原
材
料
価
格
等
の
高
騰
が
続
く
中
、

企
業
で
は
価
格
転
嫁
が
徐
々
に
進
み
、津
市
の
消
費
者

物
価
指
数
は
年
初
に
42
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
っ
た
。

需
要
の
増
加
に
伴
い
幅
広
い
業
種
で
人
手
不
足
感
が

広
が
り
、全
国
的
な
労
働
需
給
の
ひ
っ
迫
と
賃
上
げ
機

運
を
背
景
に
、県
内
で
も
企
業
の
賃
上
げ
が
進
ん
だ
。

に
よ
って
世
界
中
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
イ
ン
フ
レ
圧
力
は
、

企
業
物
価
指
数
と
消
費
者
物
価
指
数
を
40
数
年
ぶ
り

の
水
準
に
押
し
上
げ
、物
価
高
騰
と
い
う
痛
み
を
伴
い
な

が
ら
、「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
最
優
先
」だ
っ
た
日
本
の
デ
フ
レ
経

済
を
変
え
つ
つ
あ
る
。物
価
高
に
見
合
う
賃
上
げ
を
目

指
す
動
き
が
広
が
り
、23
年
春
闘
の
賃
上
げ
率
は
3
・

5
8
％
と
、約
30
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
水
準
が
実
現
し
た
。

　

23
年
の
景
気
は
、後
半
に
内
需
が
鈍
化
し
た
も
の
の
、

な
ら
し
て
み
れ
ば
回
復
傾
向
に
あ
る
。内
閣
府
が
23
年
12

月
８
日
に
発
表
し
た
23
年
7
ー
9
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率（
２
次
速
報
値
）は
、季
節
調
整
済
前
期
比
で
△

0・7
％（
年
率
△
2・9
％
）と
３
四
半
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ

ス
成
長
と
な
っ
た
。マ
イ
ナ
ス
の
主
因
は
、自
動
車
の
輸
出

増
加
に
伴
う
民
間
在
庫
の
減
少（
寄
与
度
△
0・5
％
）に

よ
る
も
の
で
、前
期
4
ー
6
月
期
の
成
長（
＋
0・9
％
）の

反
動
と
い
う
側
面
も
あ
り
、景
気
の
腰
折
れ
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
。た
だ
、民
間
消
費（
寄
与
度
△
0・1
％
）、

設
備
投
資（
△
0・1
％
）、住
宅
投
資（
△
0・0
％
）の
内

需
が
振
る
わ
ず
、景
気
の
回
復
に
は
も
た
つ
き
が
み
ら
れ

た
。一方
、法
人
企
業
統
計
で
は
、7
ー
9
月
期
の
設
備
投

資
は
前
年
同
期
比
で
伸
び
率
が
鈍
化
し
た
も
の
の
＋
3・

4
％
で
、経
常
利
益
は
7
ー
9
月
期
と
し
て
は
過
去
最
高

額
と
な
っ
た
。内
閣
府
は
、11
月
の「
月
例
経
済
報
告
」の

基
調
判
断
を「
景
気
は
こ
の
と
こ
ろ一
部
に
足
踏
み
も
み

ら
れ
る
が
、緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。」と
し
た
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）が
11
月
29
日
に

発
表
し
た
世
界
経
済
見
通
し
で
は
、世
界
の
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
は
、過
去
2
年
間
の
金
融
政
策
の
引
き
締

め
、貿
易
の
伸
び
悩
み
な
ど
の
影
響
で
、23
年
は
2・9

％
、24
年
は
2・7
％
に
緩
や
か
に
減
速
す
る
と
予
測

し
て
い
る
。世
界
の
経
済
成
長
は
ア
ジ
ア
の
主
要
な
新

興
国
に
依
存
す
る
と
し
、イ
ン
フ
レ
は
22
年
の
ピ
ー
ク
か

ら
低
下
し
た
も
の
の
引
き
続
き
課
題
で
あ
る
と
し
た
。

日
本
の
成
長
率
は
、22
年
の
0・９
％
か
ら
23
年
は
1・

7
％
、24
年
は
1・0
％
に
な
る
と
予
測
し
、回
復
ペ
ー

ス
は
緩
や
か
に
な
る
と
し
て
い
る
。Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
通
貨

基
金
）が
10
月
に
発
表
し
た
見
通
し
で
も
、日
本
の
成

長
率
は
22
年
が
1・0
％
、23
年
が
2・0
％
、24
年
が

1・0
％
と
同
程
度
の
成
長
を
見
込
ん
で
い
る
。

2
三
重
県
経
済
の
現
状

　

2
0
2
3
年
の
三
重
県
経
済
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
５

類
移
行
を
経
て
経
済
活
動
が
正
常
化
に
向
か
う
中
で
、

　

2
0
2
4
年
の
三
重
県
経
済
は
、経
済
活
動
の
正
常

化
が
続
く
中
、各
種
経
済
対
策
も
下
支
え
し
て
、個
人

消
費
や
設
備
投
資
、雇
用
情
勢
で
緩
や
か
な
持
ち
直
し

が
続
く
と
み
ら
れ
る
。た
だ
し
、年
後
半
に
か
け
て
は
個

人
消
費
の
伸
び
が
一
巡
し
、回
復
ペ
ー
ス
は
や
や
鈍
化
す

る
見
通
し
。な
お
、世
界
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
は

強
く
、下
振
れ
リ
ス
ク
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
※
2
0
2
3
年
12
月
11
日
脱
稿
）

1
日
本
経
済
の
現
状
と
見
通
し

　

2
0
2
3
年
の
日
本
経
済
は
、大
転
換
期
の
始
ま
り

を
示
唆
し
た
。３
年
間
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
症
法
上

の
５
類
に
移
行
し
、経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
ん
だ
。企

業
の
業
績
は
上
向
き
、財
務
省
が
四
半
期
毎
に
発
表
す

る「
法
人
企
業
統
計
」で
は
、23
年
4
ー
6
月
期
の
法
人

企
業
の
経
常
利
益
が
全
2
7
8
期
中
で
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。日
経
平
均
株
価
は
、東
京
株
式
市
場
で
６
月

に
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
33
年
ぶ
り
の
高
値
を
付
け
た
後
、

11
月
に
は一時
そ
れ
を
上
回
り
、「
卯（
う
）は
跳
ね
る
」の

株
式
相
場
格
言
通
り
、歴
史
的
高
値
の
展
開
が
続
い
た
。

一
方
、22
年
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

三重県民の消費意識と消費行動の変化1

節約意識が高まり、かなり節約するようになった

※県内企業で働く人202人
資料：当社「消費意識と行動の変化に関する調査」（2023年11月16日～27日実施）

節約意識が高まり、やや節約するようになった
節約意識は高まったが、実際は節約に至っておらず、消費は概ねこれまで通り
節約意識は高まったが、実際は消費が増えている（※）
節約意識は特に高まっておらず、消費は概ねこれまで通り
節約意識は特に高まっておらず、むしろ消費は増えている（※）

（※）物価高による増額は除く

   2.0 

2023年1月 

2023年11月
 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.4 35.1 31.7 7.4 15.3 

11.3 34.8 39.3  1.2 

節約意識が高まった 90.6％
  

節約意識が高まった 82.7％  
8.25.2
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3
2
0
2
4
年
の
三
重
県
経
済

　 

の
見
通
し

　

2
0
2
4
年
の
三
重
県
経
済
は
、経
済
活
動
の
正

常
化
が
続
く
中
、各
種
経
済
対
策
も
下
支
え
し
て
、

個
人
消
費
や
設
備
投
資
、雇
用
情
勢
で
緩
や
か
な
持

ち
直
し
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。た
だ
し
、年
後
半
に
か

け
て
は
個
人
消
費
の
伸
び
が
一
巡
し
、回
復
ペ
ー
ス
は

や
や
鈍
化
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

個
人
消
費
は
、経
済
活
動
正
常
化
の
流
れ
の
中
、政
府

の
物
価
高
対
策
も
下
支
え
し
持
ち
直
し
が
続
く
。た
だ

し
、年
後
半
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
リ
バ
ウ
ン
ド
消
費
の一

巡
や
物
価
高
対
策
の
段
階
的
縮
小
等
に
伴
い
伸
び
は
鈍

化
す
る
。企
業
の
業
況
は
、23
年
の
回
復
を
主
導
し
た
非

製
造
業
が
、個
人
消
費
の
伸
び
鈍
化
を
受
け
て
勢
い
を

欠
く
見
通
し
。一方
、製
造
業
は
、供
給
制
約
の
緩
和
が
進

む
中
で
堅
調
に
推
移
す
る
見
通
し
。経
済
活
動
の
持
ち

直
し
に
伴
い
労
働
需
給
の
ひ
っ
迫
は
続
き
、賃
上
げ
圧
力

が
継
続
す
る
中
で
、所
得
環
境
は
引
き
続
き
改
善
に
向

か
う
。設
備
投
資
は
、需
要
拡
大
や
新
規
需
要
取
り
込

み
の
た
め
、能
力
増
強
等
の
積
極
投
資
が
増
え
る
見
通

し
で
、人
手
不
足
対
応
と
し
て
省
人
化
投
資
へ
の
関
心

も
高
い
。な
お
、世
界
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
は
強

く
、下
振
れ
リ
ス
ク
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
１
） 

個
人
消
費

①
持
ち
直
し
継
続
も
年
後
半
は
伸
び
鈍
化

　

24
年
の
個
人
消
費
は
、回
復
基
調
を
維
持
す
る
も

の
の
、年
後
半
に
か
け
て
回
復
のペ
ー
ス
は
鈍
化
す
る
と

み
ら
れ
る
。

　

津
市
の
消
費
者
物
価
指
数（
生
鮮
食
品
除
く
総
合
）

は
、23
年
１
月
に
前
年
比
で
＋
4・8
％
と
約
42
年
ぶ
り
の

高
水
準
と
な
っ
た
が
、以
降
、上
昇
率
は
鈍
化
傾
向
に
あ

る（
10
月
＋
2・0
％
）。物
価
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
状
況

に
変
わ
り
は
な
い
が
、経
済
正
常
化
等
に
よ
り
、23
年
後

半
に
は
消
費
者
の
意
識・行
動
は
上
向
い
た
。

　

当
社
が
23
年
11
月
下
旬
に
県
内
で
働
く
人
を
対

象
に
行
っ
た「
消
費
意
識・行
動
の
変
化
に
関
す
る
調

査
」で
は
、物
価
高
な
ど
最
近
の
経
済
情
勢
を
受
け

て「
節
約
し
よ
う・し
た
方
が
良
い
と
い
う
節
約
意
識

が
高
ま
っ
た
」人
は
8
2・7
％
と
な
り
、１
月
調
査
の

9
0・6
％
か
ら
低
下
し
た
。

　

消
費
行
動
も
持
ち
直
し
た
。「
節
約
意
識
が
高
ま

り
、か
な
り
節
約
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」人
の
割
合
が
1

月
よ
り
低
下（
△
2・9
ポ
イ
ン
ト
）し
た一方
、「
節
約
意

識
は
特
に
高
ま
っ
て
お
ら
ず
、消
費
は
概
ね
こ
れ
ま
で

通
り
」（
＋
7・1
ポ
イ
ン
ト
）や
、「
節
約
意
識
は
高
ま
っ

た
が
、実
際
は
消
費
が
増
え
て
い
る
」（
＋
2・2
ポ
イ
ン

ト
）、「
節
約
意
識
は
特
に
高
ま
って
お
ら
ず
、む
し
ろ
消

費
は
増
え
て
い
る
」（
＋
0・8
ポ
イ
ン
ト
）が
上
昇
し
、消

費
意
識・行
動
と
も
に
改
善
が
み
ら
れ
た
。﹇
図
❶
﹈

　

総
務
省「
家
計
調
査
」の
県
庁
所
在
市
別
結
果
か

ら
、津
市
の
二
人
以
上
の
世
帯
に
お
け
る
消
費
支
出
の

「
購
入
頻
度
」を
み
る
と
、23
年
１
〜
９
月
は
累
計
で
前

年
同
期
比
＋
0・6
％
と
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
た
。四

半
期
別
に
み
る
と
、1
ー
3
月
は
△
4・4
％
、4
ー
6

月
は
△
0・8
％
、7
ー
9
月
は
＋
7・2
％
と
年
後
半
に

か
け
て
持
ち
直
し
た
。品
目
別（
１
〜
９
月
累
計
）で

は
、「
食
料
」の
う
ち
生
鮮
食
品
や
調
味
料
な
ど
自
炊
で

使
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
も
の
が
減
っ
た
一
方
、菓
子
類

や
調
理
食
品
の
ほ
か
、外
食（
前
年
同
期
比
＋
3
8・1

％
）が
４
割
近
く
増
え
た
。宿
泊
料（
＋
3
2・2
％
）や

パッ
ク
旅
行
費（
＋
5
2
7・3
％
）、入
場・観
覧・ゲ
ー
ム

代（
＋
3
7・5
％
）、ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
料
金（
＋
3
1
3・1

％
）、理
美
容
サ
ー
ビ
ス（
＋
2
6・7
％
）な
ど
も
大
幅
に

増
え
、コ
ロ
ナ
禍
で
抑
制
さ
れ
て
き
た
外
出・娯
楽
関
連

サ
ー
ビ
ス
の
消
費
支
出
頻
度
が
大
き
く
持
ち
直
し
た
。

ま
た
、自
動
車
購
入（
＋
1
0
0・0
％
）は
、半
導
体
不

足
の
緩
和
に
よ
り
自
動
車
生
産
が
回
復
し
納
車
遅
延
の

解
消
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
相
ま
って
、高
額
な
が
ら
倍

増
し
、自
動
車
保
険
料（
＋
2
8・5
％
）も
増
加
し
た
。

　

当
社
が
23
年
11
月
下
旬
に
県
内
企
業
に
行
っ
た「
業

況
に
関
す
る
調
査
」（
以
下
、当
社
11
月
調
査
）で
は
、

「
価
格
転
嫁
し
た
が
、消
費
者
も
値
上
げ
の
流
れ
を
受

け
入
れ
て
い
る
」（
宿
泊
施
設
）、「
価
格
高
で
も
宿
泊
需

要
は
続
く
」（
宿
泊
施
設
）、「
週
末
や
連
休
だ
け
で
な

く
平
日
も
多
く
の
予
約
客
が
あ
る
」（
飲
食
店
）な
ど
、

消
費
需
要
の
回
復
を
示
す
声
が
多
数
聞
か
れ
た
。

　

経
済
活
動
の
正
常
化
が
続
く
中
、24
年
も
サ
ー
ビ
ス

消
費
は
回
復
基
調
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。O
E
C
D
の

見
通
し
で
は
、日
本
の
消
費
者
物
価
イ
ン
フ
レ
率
は
、23

年
が
3・1
％
、24
年
は
2・1
％
と
低
下
を
見
込
む
。

た
だ
年
後
半
は
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
リ
バ
ウ
ン
ド
消
費
の一

部
や
自
動
車
の
挽
回
生
産
に
伴
う
購
入
増
に
よ
る
伸

び
は
一
巡
す
る
と
み
ら
れ
る
。当
社
11
月
調
査
で
は
、

「
24
年
は
23
年
の
回
復
の
反
動
で
、23
年
ほ
ど
の
伸
び
は

期
待
で
き
な
い
」（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
）、「
自
動
車
の
納

期
遅
延
の
解
消
か
ら
23
年
度
は
好
調
を
維
持
す
る
が
、

24
年
度
は
一
段
落
す
る
」（
自
動
車
販
売
）な
ど
、24
年

は
回
復
ペ
ー
ス
の
鈍
化
を
懸
念
す
る
声
が
聞
か
れ
た
。

②
物
価
高
対
策
が
下
支
え
も
限
定
的

　

政
府
の
物
価
高
対
策
は
、所
得
と
消
費
を
下
支
え

す
る
が
限
定
的
と
み
ら
れ
る
。

　

政
府
は
、23
年
11
月
に
閣
議
決
定
し
た「
デ
フ
レ
完

全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」（
以
下
、総
合
経

済
対
策
）に
お
い
て
、物
価
高
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
生

活
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、23
年
末
を
期
限
と
し
て
い

た
燃
料
油
価
格
の
上
昇
を
抑
え
る
補
助
金（
燃
料
油

価
格
激
変
緩
和
措
置
）期
限
を
24
年
４
月
末
ま
で
延

長
す
る
と
発
表
し
た
。翌
月
以
降
は
経
済
情
勢
を
踏

ま
え
つつ
補
助
率
を
段
階
的
に
縮
小
す
る
。電
気・ガ
ス

代
の
料
金
を
低
減
す
る
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
は
、

24
年
４
月
末
ま
で
延
長
し
、５
月
に
は
激
変
緩
和
の
幅

を
縮
小
す
る
と
し
て
お
り
、こ
れ
ら
に
よ
り
24
年
１
〜

４
月
の
消
費
者
物
価
を
前
年
比
1・0
％
ポ
イ
ン
ト
程

度
押
し
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、令
和
6
年
度
税
制
改
正
を
経
て
、24
年
６

月
か
ら
は一人
あ
た
り
４
万
円
の
所
得
税・個
人
住
民

税
の
定
額
減
税
を
実
施
す
る
ほ
か
、低
所
得
世
帯
へ

は
計
10
万
円
の
給
付
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
は
、家
計
の
可
処
分
所
得
を
押
し

上
げ
、消
費
を
下
支
え
す
る
。た
だ
し
、賃
上
げ
の
よ

う
な
恒
常
的
な
押
上
げ
要
因
に
比
べ
る
と
効
果
は一

時
的
に
と
ど
ま
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、24
年
の
個
人
消
費
は
、経

済
活
動
正
常
化
の
流
れ
の
中
サ
ー
ビ
ス
消
費
を
中
心
に

持
ち
直
し
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。物
価
高
は
引
き
続

き
抑
制
要
因
で
は
あ
る
も
の
の
イ
ン
フ
レ
圧
力
は
23
年

よ
り
は
薄
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、物
価
高
対
策
の
下

支
え
も
あ
り
、回
復
基
調
が
継
続
す
る
。た
だ
、コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
リ
バ
ウ
ン
ド
消
費
の一
部
や
、自
動
車
な
ど
半

導
体
不
足
等
の
解
消
に
伴
い
増
え
た
消
費
の
伸
び
は一

巡
し
、23
年
ほ
ど
の
増
加
に
は
至
ら
な
い
こ
と
、物
価
高

対
策
も
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、回
復
ペ
ー

ス
は
年
後
半
に
か
け
て
鈍
化
す
る
と
み
ら
れ
る
。

（
２
）企
業
の
業
況

企
業
の
業
況
感
は
持
ち
直
し
基
調
も
、非
製
造

業
で
勢
い
を
欠
く

　

県
内
企
業
の
24
年
の
業
況
感
は
、プ
ラ
ス
を
維
持

し
な
が
ら
も
、個
人
消
費
の
伸
び
鈍
化
等
を
背
景
に

非
製
造
業
で
や
や
勢
い
を
欠
く
見
通
し
で
あ
る
。

　

当
社
11
月
調
査
に
よ
る
と
、自
社
の
収
益
を
中
心

と
し
た
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ（「
良
い
」の
回
答
割
合
ー

「
悪
い
」の
回
答
割
合
）は
、23
年
は
非
製
造
業
が
主

導
す
る
形
で
高
水
準
と
な
っ
た
が
、24
年
は
、製
造
業

が
堅
調
に
推
移
す
る
一
方
で
、非
製
造
業
が
水
準
を

下
げ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。も
っ
と
も
、非
製
造
業
で

「
悪
い
」見
通
し
が
増
え
た
わ
け
で
は
な
く
、「
良
い
」

が
減
って「
さ
ほ
ど
良
く
な
い
」が
増
え
て
お
り
、回
復

が
落
ち
着
く
と
の
見
方
が
大
勢
で
あ
る
。﹇
図
❷
﹈

　
一
方
、製
造
業
は
、ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
半

導
体
等
の
部
材
供
給
不
足
の
緩
和
、原
材
料
高
の
落

ち
着
き
な
ど
が
主
因
と
な
り
持
ち
直
す
。

　

当
社
11
月
調
査
で
は
、原
材
料
や
部
材
な
ど
が
計
画

通
り
に
仕
入
れ
で
き
な
い「
仕
入
れ
難
」を
見
込
む
企
業

は
、製
造
業
で
22
年
７
月
の
4
9・1
％
か
ら
、11
月
お
よ

び
24
年
に
は
約
31
％
に
減
る
見
通
し
と
な
っ
た
。特
に
、県

内
で
の
生
産
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
、半
導
体
不
足
に
よ
る
生

産
調
整
が
顕
著
で
あ
っ
た
自
動
車
関
連
生
産
は
、23
年

年
央
か
ら
上
向
い
て
お
り
、減
産
の
影
響
を
受
け
て
い
た

部
品・機
器
メ
ー
カ
ー
や
部
品
輸
送
業
者
等
で
も
業
況
は

回
復
し
て
き
て
い
る
。製
造
業
の
生
産
活
動
の
動
き
を
表

す
三
重
県
鉱
工
業
生
産
指
数
を
み
て
も
、輸
送
機
械
工

業
は
23
年
９
月
時
点
で
４
か
月
連
続
の
前
月
比
上
昇
と

な
り
、四
日
市
港
の
通
関
輸
出
額
は
、足
元
10
月
分
は
乗

用
車
が
前
年
比
増
に
大
き
く
寄
与
し
た
。﹇
図
❸
﹈

　

ま
た
、製
造
業
で
は
、仕
入
価
格
が
１
年
前
よ
り

「
上
昇
」し
て
い
る
企
業
が
23
年
１
月
の
6
4・6
％

か
ら
11
月
は
5
1・4
％
に
低
下
し
、原
材
料
や
燃
料

等
の
価
格
の
上
昇
傾
向
は
や
や
落
ち
着
き
を
見
せ

始
め
て
い
る
。﹇
図
❹
﹈

　

な
お
、保
証
付
き
融
資
の
返
済
を
信
用
保
証
協
会
が

肩
代
わ
り
す
る
代
位
弁
済
件
数
を
み
る
と
、県
内
で
は

23
年
１
〜
10
月
累
計
で
前
年
比
＋
9
3・5
％
と
倍
増
し

て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
中
小
企
業
を
対
象
に
始
ま
っ
た
実
質

無
利
子・無
担
保
の〝
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
〞の
返
済
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の「
借
り
換
え
保
証
」が
23
年
１
月
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
過
剰
債
務
や
物
価
高
、人
手
不

足
な
ど
で
資
金
繰
り
が
厳
し
く
返
済
が
難
し
く
な
っ
た

倒
産
予
備
軍
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。た

だ
し
、景
気
全
体
に
与
え
る
影
響
は
軽
微
と
み
ら
れ
る
。

（
３
）雇
用・所
得
環
境

労
働
需
給
の
ひ
っ
迫
、賃
上
げ
圧
力
で
雇
用・所

得
環
境
は
引
き
続
き
改
善

　

経
済
活
動
の
持
ち
直
し
に
伴
い
、労
働
需
給
は
引

き
締
ま
っ
た
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

県
内
の
ハロ
ー
ワ
ー
ク
の
有
効
求
人
倍
率
は
、足
元

で
鈍
化
し
て
い
る
も
の
の
引
き
続
き
１
倍
を
大
き
く

上
回
って
い
る（
10
月 

1・2
9
倍
）。

　

当
社
11
月
調
査
で
は
、人
員
が「
不
足
」「
や
や
不

足
」し
て
い
る
企
業
は
、製
造
業
で
4
8・5
％
、非
製
造

業
で
は
7
0・4
％
に
上
っ
た
。23
年
度
中
あ
る
い
は
24

年
度
中
に
人
員
を「
増
や
す
予
定
」の
企
業
は
2
6・2

％
、「
増
や
し
た
い
」は
4
3・1
％
と
な
り
、７
割
近
い
企

業
が
増
員
意
向
を
示
し
て
い
る
。と
く
に
非
製
造
業
で

は「
増
や
し
た
い
」が
高
く
、人
手
不
足
で「
仕
事
を
断
っ

て
い
る
」（
2
4・7
％
）企
業
も
少
な
く
な
い
。﹇
図
❺
﹈

　
「
地
元
の
大
手
製
造
業
で
求
人
増
と
な
っ
て
お
り
、高

校
新
卒
者
が
こ
こ
3
年
ほ
ど
採
用
で
き
て
い
な
い
」（
建
築

資
材
製
造
）、「
最
低
賃
金
が
上
が
り
過
ぎ
て
、待
遇
面
で

他
社
と
差
を
つ
け
ら
れ
ず
困
って
い
る
」（
食
料
品
製
造
）、

「
採
用
の
た
め
高
賃
金
で
募
集
す
る
企
業
も
多
く
、若
手

社
員
の
離
職
が
増
え
た
」（
プ
レ
カ
ッ
ト
）な
ど
、人
手
確
保

と
賃
上
げ
の
流
れ
に
苦
慮
し
て
い
る
企
業
は
多
い
。

　

物
価
高
の
中
、従
業
員
の
生
活
を
守
る
必
要
も
あ

り
、23
年
は
、県
内
で
も
多
く
の
企
業
が
努
力
し
賃
上

げ
に
踏
み
切
っ
た
。当
社
７
月
調
査
で
は
、23
年
４
月

以
降
に
、賞
与
な
ど
を
含
む
賃
金
を「
引
き
上
げ
た
」

企
業
は
7
5・5
％
に
上
っ
た
。「
賃
上
げ
率
」は
回
答

平
均
で
3・3
0
％
と
な
り
、調
査
を
開
始
し
た
17
年

以
降
で
初
め
て
３
％
を
超
え
た
。回
答
企
業
の
９
割
は

中
小
企
業
だ
が
、全
従
業
員
の
基
本
給
の
水
準
を
一律

に
引
き
上
げ
る「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」や
、定
期
昇
給
制
度

の
な
い
場
合
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
相
当
す
る「
基
本
給
の

引
き
上
げ
」を
行
う
企
業
が
増
え
た
。﹇
図
❻
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連
合
は
12
月
1
日
に
、24
年
の
春
闘
に
つ
い
て
、賃
上

げ
の
要
求
水
準
を「
５
％
以
上
」と
す
る
闘
争
方
針
を

正
式
決
定
し
た
。23
年
の「
５
％
程
度
」よ
り
表
現
を
強

め
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
３
％
以
上
を
求
め
る
方
針
を
示
し

た
。経
団
連
は
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
継
続
は
容
易
で
は
な
い

が
、昨
今
の
物
価
上
昇
を
踏
ま
え
れ
ば
、そ
の
目
標
は

労
働
運
動
と
し
て
理
解
で
き
る
と
し
、企
業
の
社
会
的

責
任
と
し
て
賃
上
げ
を
呼
び
か
け
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

人
手
不
足
が
広
が
る
中
、賃
金
の
水
準
は
人
材
獲

得
競
争
や
人
材
の
定
着
に
大
き
く
影
響
す
る
。大
企

業
で
賃
上
げ
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
再
び
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
入
が
増
え
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、地
方
の
中
小
企
業
が
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
は
よ
り
困
難
な
状
況
と
な
って
い
る
。

　

政
府
の
総
合
経
済
対
策
で
は
、中
小
企
業
も
含
め

て
賃
上
げ
の
動
き
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、

赤
字
法
人
を
含
め
た
賃
上
げ
促
進
税
制
の
強
化
や
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
下
に
お
け
る
取
引
価
格
の
適
正
化

な
ど
の
価
格
転
嫁
対
策
、人
手
不
足
対
応
や
生
産
性

向
上
の
た
め
の
省
人
化
投
資
支
援
な
ど
、賃
上
げ
継

続
に
向
け
た
支
援
策
を
拡
充
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、24
年
の
所
得
環
境
は
、労
働

需
要
の
持
ち
直
し
に
加
え
賃
上
げ
圧
力
の
継
続
を
受

け
て
引
き
続
き
改
善
に
向
か
う
と
み
ら
れ
る
。当
社
11

月
調
査
で
は
、24
年
度
に
賃
金
を「
引
き
上
げ
る
方
向

で
検
討
」し
て
い
る
企
業
は
6
6・3
％
と
、23
年
度
見

通
し（
6
2・4
％
）を
上
回
っ
た
。ま
た
、物
価
が
高
止

ま
り
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、消
費
の
持
続
的
な
回

復
に
は
、物
価
上
昇
分
に
見
合
っ
た
賃
上
げ
が
必
要
と

な
る
。も
っ
と
も
、既
に
23
年
に
相
応
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

含
む
賃
上
げ
を
行
っ
た
企
業
や
、価
格
転
嫁
が
十
分
に

進
め
ら
れ
ず
収
益
が
悪
化
し
て
い
る
企
業
で
の
賃
上
げ

は
容
易
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、23
年
を
大

幅
に
上
回
る
賃
上
げ
に
は
至
ら
な
い
と
み
ら
れ
る
。

（
４
）設
備
投
資

新
規
需
要
の
取
り
込
み
で
能
力
増
強
、人
手
不

足
で
省
人
化
投
資

　

24
年
の
企
業
の
設
備
投
資
は
、堅
調
に
推
移
す
る

と
み
ら
れ
る
。

　

当
社
７
月
調
査
で
は
、23
年
度
上
期
に
、5
0
0
万

円
以
上
の
設
備
投
資
を
実
施
し
た
企
業
の
割
合
が
、

コ
ロ
ナ
禍
前
を
３
半
期
連
続
で
上
回
り
、コ
ロ
ナ
禍
で

先
送
り
さ
れ
て
き
た
投
資
の
再
開
を
鮮
明
に
し
た
。

　

当
社
11
月
調
査
で
は
、実
施
企
業
の
割
合
が
、23

年
度
見
込
み
で
5
0・0
％
、24
年
度
見
通
し
で
は

5
2・5
％
と
な
り
、製
造
業
、非
製
造
業
と
も
に
上

向
く
見
通
し
と
な
っ
た
。﹇
図
❼
﹈

　

24
年
度
は
、新
規
需
要
の
開
拓・取
り
込
み
を
図

る
た
め
、あ
る
い
は
需
要
の
拡
大
を
見
込
ん
で
、生
産

能
力
や
販
売
能
力
の
増
強
な
ど
の
積
極
投
資
が
増

え
る
見
通
し
で
あ
る
。ま
た
、人
手
不
足
へ
の
対
応
と

し
て
、省
人
化
投
資
や
I
C
T・ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
導
入

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
投
資
を
計
画
す
る
企
業
も
み

ら
れ
る
。﹇
図
❽
﹈

　

特
に
、省
人
化
投
資
に
つ
い
て
は
、現
状
取
り
組
ん
で

い
な
い
企
業
に
お
い
て
も
、人
手
不
足
対
応
策
と
し
て

関
心
は
高
く
、「
今
後
、で
き
れ
ば
取
り
組
み
た
い
」

（
5
5・2
％
）と
す
る
企
業
が
半
数
を
超
え
た
。今
後

取
り
組
む
予
定
の
企
業
で
は
、「
生
産
ラ
イ
ン
の一
部
自

動
化
」（
窯
業・土
石
）、「
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
」（
建
設
）、

「
セ
ル
フ
レ
ジ
」（
ス
ー
パ
ー
）、「
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
、配

膳
の
自
動
化
」（
飲
食
店
）な
ど
を
計
画
す
る
企
業
が

み
ら
れ
た
。政
府
は
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て
、中
小

企
業
の
省
力
化
投
資
を
促
進
す
る
た
め
、ロ
ボッ
ト
等
の

汎
用
製
品
を
容
易
に
選
択
し
導
入
で
き
る
よ
う
な
カ
タ

ロ
グ
作
成
の
ほ
か
、工
場
等
の
新
設
や
大
規
模
な
設
備
投

資
を
行
う
場
合
の
支
援
措
置
を
講
じ
る
と
し
て
い
る
。

（
５
）下
振
れ
リ
ス
ク

　

景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
と
し
て
は
、世
界
的
な
金

融
引
締
め
に
伴
う
影
響
や
中
国
の
不
動
産
市
場
の

停
滞
に
伴
う
経
済
の
失
速
な
ど
、外
需
の
減
速
懸
念

が
あ
る
。ま
た
、日
本
銀
行
が
金
融
緩
和
策
の
本
格

的
な
修
正
に
着
手
す
る
と
の
観
測
は
根
強
く
、こ
れ

が
金
利
上
昇
や
円
高
を
通
じ
て一部
で
は
下
押
し
圧

力
と
な
る
。こ
れ
ら
は
、そ
の
行
方
に
よ
っ
て
は
、企
業

の
輸
出・生
産・業
績
を
下
押
し
し
、個
人
消
費
や
設

備
投
資
を
減
退
さ
せ
る
リ
ス
ク
と
な
る
。ま
た
、金
融

資
本
市
場
の
変
動
に
加
え
、地
政
学
的
な
緊
張
に
よ

る
資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
へ
の
影
響
、物
価
上

昇
な
ど
の
動
向
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
県
内
企
業
の
2
0
2
4
年
へ
の
期
待

と
懸
念

　

当
社
11
月
調
査
で
は
、県
内
の
企
業
が
2
0
2
4

年
に
期
待・注
目
し
て
い
る
新
た
な
動
き
と
し
て
、ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
不
安
定
化
す
る
米
中
関
係

な
ど
地
政
学
的
リ
ス
ク
を
受
け
て
、製
造
業
に
お
け
る

「
国
内
回
帰
」の
動
き
を
期
待
す
る
声
が
複
数
聞
か

れ
た
。短
期
間
で
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
が
、動
き

が
広
が
れ
ば
内
需
の
構
造
的
回
復
に
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
世
界

的
に
進
展
す
る「
E
V（
電
気
自
動
車
）化
」の
流
れ

を
受
け
、国
産
メ
ー
カ
ー
で
の
取
り
組
み
の一
層
の
推

進
を
予
想
し
、関
連
す
る
設
備
投
資
の
増
加
を
期
待

す
る
声
が
あ
る
。建
設
業
で
も
、E
V
の
充
電
設
備

関
連
工
事
の
需
要
増
加
の
期
待
が
み
ら
れ
た
。一
方
、

E
V
シ
フ
ト
に
よ
り
、国
内
の
排
気
系・エ
ン
ジ
ン
部
品

メ
ー
カ
ー
等
の
減
産
に
よ
る
影
響
を
懸
念
す
る
企
業

や
、E
V
化
の
変
化
ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
自
社
製
品

の
構
成
検
討
が
必
要
と
考
え
る
企
業
も
あ
り
、E
V

化
への
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

　

25
年
４
〜
10
月
に
大
阪
夢
洲
で
開
催
予
定
の

「
2
0
2
5
年
日
本
国
際
博
覧
会（
大
阪・関
西
万
博
）」

に
関
連
し
て
、パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
に
伴
う
建
設
資
材
需

要
、万
博
開
催
に
伴
い
関
西
圏
で
発
生
す
る
関
連
設
備

投
資
の
増
加
と
そ
れ
への
応
援
特
需
、建
築
物
構
造
検
査

な
ど
、間
接
的
需
要
を
期
待
す
る
声
が
み
ら
れ
た
。

　

観
光
関
連
事
業
者
で
は
、宿
泊
施
設
や
ゴ
ル
フ
場
、

鉄
道
輸
送
な
ど
で
、特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
や
コ

ロ
ナ
禍
で
増
え
た
F
I
T（
個
人
旅
行
）の
取
り
込

み
を
期
待
す
る
声
が
み
ら
れ
た
。

　
一方
、懸
念
材
料
と
し
て
、外
国
為
替
相
場
の
急
激

な
変
動
、物
流
業
や
建
設
業
に
お
け
る「
2
0
2
4

年
問
題
」に
よ
る
人
手
不
足
対
応
や
荷
主
へ
の
影
響

等
が
挙
が
り
、今
後
、注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

各
種
経
済
対
策
も
下
支
え
し
、個
人
消
費
や
設
備
投

資
、雇
用
情
勢
を
中
心
に
緩
や
か
な
回
復
を
た
ど
っ
た
。

　

個
人
消
費
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
が
な
く
な
り
、

外
出
や
娯
楽
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
消
費
を
中
心
に
持
ち

直
し
た
。生
産
活
動
の
制
約
と
な
っ
て
い
た
半
導
体
不

足
な
ど
の
調
達
難
の
問
題
は
徐
々
に
解
消
に
向
か
い
、

年
後
半
に
は
、影
響
が
顕
著
で
あ
っ
た
自
動
車
の
挽
回

生
産
が
進
ん
だ
。ま
た
、設
備
投
資
を
実
施
す
る
企
業

の
割
合
は
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
を
上
回
っ
て
推
移
し

た
。22
年
頃
か
ら
原
材
料
価
格
等
の
高
騰
が
続
く
中
、

企
業
で
は
価
格
転
嫁
が
徐
々
に
進
み
、津
市
の
消
費
者

物
価
指
数
は
年
初
に
42
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
っ
た
。

需
要
の
増
加
に
伴
い
幅
広
い
業
種
で
人
手
不
足
感
が

広
が
り
、全
国
的
な
労
働
需
給
の
ひ
っ
迫
と
賃
上
げ
機

運
を
背
景
に
、県
内
で
も
企
業
の
賃
上
げ
が
進
ん
だ
。

に
よ
って
世
界
中
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
イ
ン
フ
レ
圧
力
は
、

企
業
物
価
指
数
と
消
費
者
物
価
指
数
を
40
数
年
ぶ
り

の
水
準
に
押
し
上
げ
、物
価
高
騰
と
い
う
痛
み
を
伴
い
な

が
ら
、「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
最
優
先
」だ
っ
た
日
本
の
デ
フ
レ
経

済
を
変
え
つ
つ
あ
る
。物
価
高
に
見
合
う
賃
上
げ
を
目

指
す
動
き
が
広
が
り
、23
年
春
闘
の
賃
上
げ
率
は
3
・

5
8
％
と
、約
30
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
水
準
が
実
現
し
た
。

　

23
年
の
景
気
は
、後
半
に
内
需
が
鈍
化
し
た
も
の
の
、

な
ら
し
て
み
れ
ば
回
復
傾
向
に
あ
る
。内
閣
府
が
23
年
12

月
８
日
に
発
表
し
た
23
年
7
ー
9
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率（
２
次
速
報
値
）は
、季
節
調
整
済
前
期
比
で
△

0・7
％（
年
率
△
2・9
％
）と
３
四
半
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ

ス
成
長
と
な
っ
た
。マ
イ
ナ
ス
の
主
因
は
、自
動
車
の
輸
出

増
加
に
伴
う
民
間
在
庫
の
減
少（
寄
与
度
△
0・5
％
）に

よ
る
も
の
で
、前
期
4
ー
6
月
期
の
成
長（
＋
0・9
％
）の

反
動
と
い
う
側
面
も
あ
り
、景
気
の
腰
折
れ
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
。た
だ
、民
間
消
費（
寄
与
度
△
0・1
％
）、

設
備
投
資（
△
0・1
％
）、住
宅
投
資（
△
0・0
％
）の
内

需
が
振
る
わ
ず
、景
気
の
回
復
に
は
も
た
つ
き
が
み
ら
れ

た
。一方
、法
人
企
業
統
計
で
は
、7
ー
9
月
期
の
設
備
投

資
は
前
年
同
期
比
で
伸
び
率
が
鈍
化
し
た
も
の
の
＋
3・

4
％
で
、経
常
利
益
は
7
ー
9
月
期
と
し
て
は
過
去
最
高

額
と
な
っ
た
。内
閣
府
は
、11
月
の「
月
例
経
済
報
告
」の

基
調
判
断
を「
景
気
は
こ
の
と
こ
ろ一
部
に
足
踏
み
も
み

ら
れ
る
が
、緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。」と
し
た
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）が
11
月
29
日
に

発
表
し
た
世
界
経
済
見
通
し
で
は
、世
界
の
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
は
、過
去
2
年
間
の
金
融
政
策
の
引
き
締

め
、貿
易
の
伸
び
悩
み
な
ど
の
影
響
で
、23
年
は
2・9

％
、24
年
は
2・7
％
に
緩
や
か
に
減
速
す
る
と
予
測

し
て
い
る
。世
界
の
経
済
成
長
は
ア
ジ
ア
の
主
要
な
新

興
国
に
依
存
す
る
と
し
、イ
ン
フ
レ
は
22
年
の
ピ
ー
ク
か

ら
低
下
し
た
も
の
の
引
き
続
き
課
題
で
あ
る
と
し
た
。

日
本
の
成
長
率
は
、22
年
の
0・９
％
か
ら
23
年
は
1・

7
％
、24
年
は
1・0
％
に
な
る
と
予
測
し
、回
復
ペ
ー

ス
は
緩
や
か
に
な
る
と
し
て
い
る
。Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
通
貨

基
金
）が
10
月
に
発
表
し
た
見
通
し
で
も
、日
本
の
成

長
率
は
22
年
が
1・0
％
、23
年
が
2・0
％
、24
年
が

1・0
％
と
同
程
度
の
成
長
を
見
込
ん
で
い
る
。

2
三
重
県
経
済
の
現
状

　

2
0
2
3
年
の
三
重
県
経
済
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
５

類
移
行
を
経
て
経
済
活
動
が
正
常
化
に
向
か
う
中
で
、

　

2
0
2
4
年
の
三
重
県
経
済
は
、経
済
活
動
の
正
常

化
が
続
く
中
、各
種
経
済
対
策
も
下
支
え
し
て
、個
人

消
費
や
設
備
投
資
、雇
用
情
勢
で
緩
や
か
な
持
ち
直
し

が
続
く
と
み
ら
れ
る
。た
だ
し
、年
後
半
に
か
け
て
は
個

人
消
費
の
伸
び
が
一
巡
し
、回
復
ペ
ー
ス
は
や
や
鈍
化
す

る
見
通
し
。な
お
、世
界
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
は

強
く
、下
振
れ
リ
ス
ク
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
※
2
0
2
3
年
12
月
11
日
脱
稿
）

1
日
本
経
済
の
現
状
と
見
通
し

　

2
0
2
3
年
の
日
本
経
済
は
、大
転
換
期
の
始
ま
り

を
示
唆
し
た
。３
年
間
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
症
法
上

の
５
類
に
移
行
し
、経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
ん
だ
。企

業
の
業
績
は
上
向
き
、財
務
省
が
四
半
期
毎
に
発
表
す

る「
法
人
企
業
統
計
」で
は
、23
年
4
ー
6
月
期
の
法
人

企
業
の
経
常
利
益
が
全
2
7
8
期
中
で
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。日
経
平
均
株
価
は
、東
京
株
式
市
場
で
６
月

に
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
33
年
ぶ
り
の
高
値
を
付
け
た
後
、

11
月
に
は一時
そ
れ
を
上
回
り
、「
卯（
う
）は
跳
ね
る
」の

株
式
相
場
格
言
通
り
、歴
史
的
高
値
の
展
開
が
続
い
た
。

一
方
、22
年
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

仕入れ難の状況と見通し3 県内企業の業況判断ＤＩ2
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　三重県経済の見通し
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3
2
0
2
4
年
の
三
重
県
経
済

　 

の
見
通
し

　

2
0
2
4
年
の
三
重
県
経
済
は
、経
済
活
動
の
正

常
化
が
続
く
中
、各
種
経
済
対
策
も
下
支
え
し
て
、

個
人
消
費
や
設
備
投
資
、雇
用
情
勢
で
緩
や
か
な
持

ち
直
し
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。た
だ
し
、年
後
半
に
か

け
て
は
個
人
消
費
の
伸
び
が
一
巡
し
、回
復
ペ
ー
ス
は

や
や
鈍
化
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

　

個
人
消
費
は
、経
済
活
動
正
常
化
の
流
れ
の
中
、政
府

の
物
価
高
対
策
も
下
支
え
し
持
ち
直
し
が
続
く
。た
だ

し
、年
後
半
に
は
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
リ
バ
ウ
ン
ド
消
費
の一

巡
や
物
価
高
対
策
の
段
階
的
縮
小
等
に
伴
い
伸
び
は
鈍

化
す
る
。企
業
の
業
況
は
、23
年
の
回
復
を
主
導
し
た
非

製
造
業
が
、個
人
消
費
の
伸
び
鈍
化
を
受
け
て
勢
い
を

欠
く
見
通
し
。一方
、製
造
業
は
、供
給
制
約
の
緩
和
が
進

む
中
で
堅
調
に
推
移
す
る
見
通
し
。経
済
活
動
の
持
ち

直
し
に
伴
い
労
働
需
給
の
ひ
っ
迫
は
続
き
、賃
上
げ
圧
力

が
継
続
す
る
中
で
、所
得
環
境
は
引
き
続
き
改
善
に
向

か
う
。設
備
投
資
は
、需
要
拡
大
や
新
規
需
要
取
り
込

み
の
た
め
、能
力
増
強
等
の
積
極
投
資
が
増
え
る
見
通

し
で
、人
手
不
足
対
応
と
し
て
省
人
化
投
資
へ
の
関
心

も
高
い
。な
お
、世
界
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
は
強

く
、下
振
れ
リ
ス
ク
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
１
） 

個
人
消
費

①
持
ち
直
し
継
続
も
年
後
半
は
伸
び
鈍
化

　

24
年
の
個
人
消
費
は
、回
復
基
調
を
維
持
す
る
も

の
の
、年
後
半
に
か
け
て
回
復
のペ
ー
ス
は
鈍
化
す
る
と

み
ら
れ
る
。

　

津
市
の
消
費
者
物
価
指
数（
生
鮮
食
品
除
く
総
合
）

は
、23
年
１
月
に
前
年
比
で
＋
4・8
％
と
約
42
年
ぶ
り
の

高
水
準
と
な
っ
た
が
、以
降
、上
昇
率
は
鈍
化
傾
向
に
あ

る（
10
月
＋
2・0
％
）。物
価
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
状
況

に
変
わ
り
は
な
い
が
、経
済
正
常
化
等
に
よ
り
、23
年
後

半
に
は
消
費
者
の
意
識・行
動
は
上
向
い
た
。

　

当
社
が
23
年
11
月
下
旬
に
県
内
で
働
く
人
を
対

象
に
行
っ
た「
消
費
意
識・行
動
の
変
化
に
関
す
る
調

査
」で
は
、物
価
高
な
ど
最
近
の
経
済
情
勢
を
受
け

て「
節
約
し
よ
う・し
た
方
が
良
い
と
い
う
節
約
意
識

が
高
ま
っ
た
」人
は
8
2・7
％
と
な
り
、１
月
調
査
の

9
0・6
％
か
ら
低
下
し
た
。

　

消
費
行
動
も
持
ち
直
し
た
。「
節
約
意
識
が
高
ま

り
、か
な
り
節
約
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」人
の
割
合
が
1

月
よ
り
低
下（
△
2・9
ポ
イ
ン
ト
）し
た一方
、「
節
約
意

識
は
特
に
高
ま
っ
て
お
ら
ず
、消
費
は
概
ね
こ
れ
ま
で

通
り
」（
＋
7・1
ポ
イ
ン
ト
）や
、「
節
約
意
識
は
高
ま
っ

た
が
、実
際
は
消
費
が
増
え
て
い
る
」（
＋
2・2
ポ
イ
ン

ト
）、「
節
約
意
識
は
特
に
高
ま
って
お
ら
ず
、む
し
ろ
消

費
は
増
え
て
い
る
」（
＋
0・8
ポ
イ
ン
ト
）が
上
昇
し
、消

費
意
識・行
動
と
も
に
改
善
が
み
ら
れ
た
。﹇
図
❶
﹈

　

総
務
省「
家
計
調
査
」の
県
庁
所
在
市
別
結
果
か

ら
、津
市
の
二
人
以
上
の
世
帯
に
お
け
る
消
費
支
出
の

「
購
入
頻
度
」を
み
る
と
、23
年
１
〜
９
月
は
累
計
で
前

年
同
期
比
＋
0・6
％
と
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
た
。四

半
期
別
に
み
る
と
、1
ー
3
月
は
△
4・4
％
、4
ー
6

月
は
△
0・8
％
、7
ー
9
月
は
＋
7・2
％
と
年
後
半
に

か
け
て
持
ち
直
し
た
。品
目
別（
１
〜
９
月
累
計
）で

は
、「
食
料
」の
う
ち
生
鮮
食
品
や
調
味
料
な
ど
自
炊
で

使
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
も
の
が
減
っ
た
一
方
、菓
子
類

や
調
理
食
品
の
ほ
か
、外
食（
前
年
同
期
比
＋
3
8・1

％
）が
４
割
近
く
増
え
た
。宿
泊
料（
＋
3
2・2
％
）や

パッ
ク
旅
行
費（
＋
5
2
7・3
％
）、入
場・観
覧・ゲ
ー
ム

代（
＋
3
7・5
％
）、ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
料
金（
＋
3
1
3・1

％
）、理
美
容
サ
ー
ビ
ス（
＋
2
6・7
％
）な
ど
も
大
幅
に

増
え
、コ
ロ
ナ
禍
で
抑
制
さ
れ
て
き
た
外
出・娯
楽
関
連

サ
ー
ビ
ス
の
消
費
支
出
頻
度
が
大
き
く
持
ち
直
し
た
。

ま
た
、自
動
車
購
入（
＋
1
0
0・0
％
）は
、半
導
体
不

足
の
緩
和
に
よ
り
自
動
車
生
産
が
回
復
し
納
車
遅
延
の

解
消
が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
相
ま
って
、高
額
な
が
ら
倍

増
し
、自
動
車
保
険
料（
＋
2
8・5
％
）も
増
加
し
た
。

　

当
社
が
23
年
11
月
下
旬
に
県
内
企
業
に
行
っ
た「
業

況
に
関
す
る
調
査
」（
以
下
、当
社
11
月
調
査
）で
は
、

「
価
格
転
嫁
し
た
が
、消
費
者
も
値
上
げ
の
流
れ
を
受

け
入
れ
て
い
る
」（
宿
泊
施
設
）、「
価
格
高
で
も
宿
泊
需

要
は
続
く
」（
宿
泊
施
設
）、「
週
末
や
連
休
だ
け
で
な

く
平
日
も
多
く
の
予
約
客
が
あ
る
」（
飲
食
店
）な
ど
、

消
費
需
要
の
回
復
を
示
す
声
が
多
数
聞
か
れ
た
。

　

経
済
活
動
の
正
常
化
が
続
く
中
、24
年
も
サ
ー
ビ
ス

消
費
は
回
復
基
調
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。O
E
C
D
の

見
通
し
で
は
、日
本
の
消
費
者
物
価
イ
ン
フ
レ
率
は
、23

年
が
3・1
％
、24
年
は
2・1
％
と
低
下
を
見
込
む
。

た
だ
年
後
半
は
、コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
リ
バ
ウ
ン
ド
消
費
の一

部
や
自
動
車
の
挽
回
生
産
に
伴
う
購
入
増
に
よ
る
伸

び
は
一
巡
す
る
と
み
ら
れ
る
。当
社
11
月
調
査
で
は
、

「
24
年
は
23
年
の
回
復
の
反
動
で
、23
年
ほ
ど
の
伸
び
は

期
待
で
き
な
い
」（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
）、「
自
動
車
の
納

期
遅
延
の
解
消
か
ら
23
年
度
は
好
調
を
維
持
す
る
が
、

24
年
度
は
一
段
落
す
る
」（
自
動
車
販
売
）な
ど
、24
年

は
回
復
ペ
ー
ス
の
鈍
化
を
懸
念
す
る
声
が
聞
か
れ
た
。

②
物
価
高
対
策
が
下
支
え
も
限
定
的

　

政
府
の
物
価
高
対
策
は
、所
得
と
消
費
を
下
支
え

す
る
が
限
定
的
と
み
ら
れ
る
。

　

政
府
は
、23
年
11
月
に
閣
議
決
定
し
た「
デ
フ
レ
完

全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」（
以
下
、総
合
経

済
対
策
）に
お
い
て
、物
価
高
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
生

活
者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、23
年
末
を
期
限
と
し
て
い

た
燃
料
油
価
格
の
上
昇
を
抑
え
る
補
助
金（
燃
料
油

価
格
激
変
緩
和
措
置
）期
限
を
24
年
４
月
末
ま
で
延

長
す
る
と
発
表
し
た
。翌
月
以
降
は
経
済
情
勢
を
踏

ま
え
つつ
補
助
率
を
段
階
的
に
縮
小
す
る
。電
気・ガ
ス

代
の
料
金
を
低
減
す
る
激
変
緩
和
措
置
に
つ
い
て
は
、

24
年
４
月
末
ま
で
延
長
し
、５
月
に
は
激
変
緩
和
の
幅

を
縮
小
す
る
と
し
て
お
り
、こ
れ
ら
に
よ
り
24
年
１
〜

４
月
の
消
費
者
物
価
を
前
年
比
1・0
％
ポ
イ
ン
ト
程

度
押
し
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、令
和
6
年
度
税
制
改
正
を
経
て
、24
年
６

月
か
ら
は一人
あ
た
り
４
万
円
の
所
得
税・個
人
住
民

税
の
定
額
減
税
を
実
施
す
る
ほ
か
、低
所
得
世
帯
へ

は
計
10
万
円
の
給
付
を
行
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
は
、家
計
の
可
処
分
所
得
を
押
し

上
げ
、消
費
を
下
支
え
す
る
。た
だ
し
、賃
上
げ
の
よ

う
な
恒
常
的
な
押
上
げ
要
因
に
比
べ
る
と
効
果
は一

時
的
に
と
ど
ま
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、24
年
の
個
人
消
費
は
、経

済
活
動
正
常
化
の
流
れ
の
中
サ
ー
ビ
ス
消
費
を
中
心
に

持
ち
直
し
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。物
価
高
は
引
き
続

き
抑
制
要
因
で
は
あ
る
も
の
の
イ
ン
フ
レ
圧
力
は
23
年

よ
り
は
薄
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、物
価
高
対
策
の
下

支
え
も
あ
り
、回
復
基
調
が
継
続
す
る
。た
だ
、コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
リ
バ
ウ
ン
ド
消
費
の一
部
や
、自
動
車
な
ど
半

導
体
不
足
等
の
解
消
に
伴
い
増
え
た
消
費
の
伸
び
は一

巡
し
、23
年
ほ
ど
の
増
加
に
は
至
ら
な
い
こ
と
、物
価
高

対
策
も
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、回
復
ペ
ー

ス
は
年
後
半
に
か
け
て
鈍
化
す
る
と
み
ら
れ
る
。

（
２
）企
業
の
業
況

企
業
の
業
況
感
は
持
ち
直
し
基
調
も
、非
製
造

業
で
勢
い
を
欠
く

　

県
内
企
業
の
24
年
の
業
況
感
は
、プ
ラ
ス
を
維
持

し
な
が
ら
も
、個
人
消
費
の
伸
び
鈍
化
等
を
背
景
に

非
製
造
業
で
や
や
勢
い
を
欠
く
見
通
し
で
あ
る
。

　

当
社
11
月
調
査
に
よ
る
と
、自
社
の
収
益
を
中
心

と
し
た
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ（「
良
い
」の
回
答
割
合
ー

「
悪
い
」の
回
答
割
合
）は
、23
年
は
非
製
造
業
が
主

導
す
る
形
で
高
水
準
と
な
っ
た
が
、24
年
は
、製
造
業

が
堅
調
に
推
移
す
る
一
方
で
、非
製
造
業
が
水
準
を

下
げ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。も
っ
と
も
、非
製
造
業
で

「
悪
い
」見
通
し
が
増
え
た
わ
け
で
は
な
く
、「
良
い
」

が
減
って「
さ
ほ
ど
良
く
な
い
」が
増
え
て
お
り
、回
復

が
落
ち
着
く
と
の
見
方
が
大
勢
で
あ
る
。﹇
図
❷
﹈

　
一
方
、製
造
業
は
、ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
半

導
体
等
の
部
材
供
給
不
足
の
緩
和
、原
材
料
高
の
落

ち
着
き
な
ど
が
主
因
と
な
り
持
ち
直
す
。

　

当
社
11
月
調
査
で
は
、原
材
料
や
部
材
な
ど
が
計
画

通
り
に
仕
入
れ
で
き
な
い「
仕
入
れ
難
」を
見
込
む
企
業

は
、製
造
業
で
22
年
７
月
の
4
9・1
％
か
ら
、11
月
お
よ

び
24
年
に
は
約
31
％
に
減
る
見
通
し
と
な
っ
た
。特
に
、県

内
で
の
生
産
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
、半
導
体
不
足
に
よ
る
生

産
調
整
が
顕
著
で
あ
っ
た
自
動
車
関
連
生
産
は
、23
年

年
央
か
ら
上
向
い
て
お
り
、減
産
の
影
響
を
受
け
て
い
た

部
品・機
器
メ
ー
カ
ー
や
部
品
輸
送
業
者
等
で
も
業
況
は

回
復
し
て
き
て
い
る
。製
造
業
の
生
産
活
動
の
動
き
を
表

す
三
重
県
鉱
工
業
生
産
指
数
を
み
て
も
、輸
送
機
械
工

業
は
23
年
９
月
時
点
で
４
か
月
連
続
の
前
月
比
上
昇
と

な
り
、四
日
市
港
の
通
関
輸
出
額
は
、足
元
10
月
分
は
乗

用
車
が
前
年
比
増
に
大
き
く
寄
与
し
た
。﹇
図
❸
﹈

　

ま
た
、製
造
業
で
は
、仕
入
価
格
が
１
年
前
よ
り

「
上
昇
」し
て
い
る
企
業
が
23
年
１
月
の
6
4・6
％

か
ら
11
月
は
5
1・4
％
に
低
下
し
、原
材
料
や
燃
料

等
の
価
格
の
上
昇
傾
向
は
や
や
落
ち
着
き
を
見
せ

始
め
て
い
る
。﹇
図
❹
﹈

　

な
お
、保
証
付
き
融
資
の
返
済
を
信
用
保
証
協
会
が

肩
代
わ
り
す
る
代
位
弁
済
件
数
を
み
る
と
、県
内
で
は

23
年
１
〜
10
月
累
計
で
前
年
比
＋
9
3・5
％
と
倍
増
し

て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
中
小
企
業
を
対
象
に
始
ま
っ
た
実
質

無
利
子・無
担
保
の〝
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資
〞の
返
済
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の「
借
り
換
え
保
証
」が
23
年
１
月
か
ら
始

ま
っ
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
過
剰
債
務
や
物
価
高
、人
手
不

足
な
ど
で
資
金
繰
り
が
厳
し
く
返
済
が
難
し
く
な
っ
た

倒
産
予
備
軍
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。た

だ
し
、景
気
全
体
に
与
え
る
影
響
は
軽
微
と
み
ら
れ
る
。

（
３
）雇
用・所
得
環
境

労
働
需
給
の
ひ
っ
迫
、賃
上
げ
圧
力
で
雇
用・所

得
環
境
は
引
き
続
き
改
善

　

経
済
活
動
の
持
ち
直
し
に
伴
い
、労
働
需
給
は
引

き
締
ま
っ
た
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　

県
内
の
ハロ
ー
ワ
ー
ク
の
有
効
求
人
倍
率
は
、足
元

で
鈍
化
し
て
い
る
も
の
の
引
き
続
き
１
倍
を
大
き
く

上
回
って
い
る（
10
月 

1・2
9
倍
）。

　

当
社
11
月
調
査
で
は
、人
員
が「
不
足
」「
や
や
不

足
」し
て
い
る
企
業
は
、製
造
業
で
4
8・5
％
、非
製
造

業
で
は
7
0・4
％
に
上
っ
た
。23
年
度
中
あ
る
い
は
24

年
度
中
に
人
員
を「
増
や
す
予
定
」の
企
業
は
2
6・2

％
、「
増
や
し
た
い
」は
4
3・1
％
と
な
り
、７
割
近
い
企

業
が
増
員
意
向
を
示
し
て
い
る
。と
く
に
非
製
造
業
で

は「
増
や
し
た
い
」が
高
く
、人
手
不
足
で「
仕
事
を
断
っ

て
い
る
」（
2
4・7
％
）企
業
も
少
な
く
な
い
。﹇
図
❺
﹈

　
「
地
元
の
大
手
製
造
業
で
求
人
増
と
な
っ
て
お
り
、高

校
新
卒
者
が
こ
こ
3
年
ほ
ど
採
用
で
き
て
い
な
い
」（
建
築

資
材
製
造
）、「
最
低
賃
金
が
上
が
り
過
ぎ
て
、待
遇
面
で

他
社
と
差
を
つ
け
ら
れ
ず
困
って
い
る
」（
食
料
品
製
造
）、

「
採
用
の
た
め
高
賃
金
で
募
集
す
る
企
業
も
多
く
、若
手

社
員
の
離
職
が
増
え
た
」（
プ
レ
カ
ッ
ト
）な
ど
、人
手
確
保

と
賃
上
げ
の
流
れ
に
苦
慮
し
て
い
る
企
業
は
多
い
。

　

物
価
高
の
中
、従
業
員
の
生
活
を
守
る
必
要
も
あ

り
、23
年
は
、県
内
で
も
多
く
の
企
業
が
努
力
し
賃
上

げ
に
踏
み
切
っ
た
。当
社
７
月
調
査
で
は
、23
年
４
月

以
降
に
、賞
与
な
ど
を
含
む
賃
金
を「
引
き
上
げ
た
」

企
業
は
7
5・5
％
に
上
っ
た
。「
賃
上
げ
率
」は
回
答

平
均
で
3・3
0
％
と
な
り
、調
査
を
開
始
し
た
17
年

以
降
で
初
め
て
３
％
を
超
え
た
。回
答
企
業
の
９
割
は

中
小
企
業
だ
が
、全
従
業
員
の
基
本
給
の
水
準
を
一律

に
引
き
上
げ
る「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
」や
、定
期
昇
給
制
度

の
な
い
場
合
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
相
当
す
る「
基
本
給
の

引
き
上
げ
」を
行
う
企
業
が
増
え
た
。﹇
図
❻
﹈

　

連
合
は
12
月
1
日
に
、24
年
の
春
闘
に
つ
い
て
、賃
上

げ
の
要
求
水
準
を「
５
％
以
上
」と
す
る
闘
争
方
針
を

正
式
決
定
し
た
。23
年
の「
５
％
程
度
」よ
り
表
現
を
強

め
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
３
％
以
上
を
求
め
る
方
針
を
示
し

た
。経
団
連
は
、ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
継
続
は
容
易
で
は
な
い

が
、昨
今
の
物
価
上
昇
を
踏
ま
え
れ
ば
、そ
の
目
標
は

労
働
運
動
と
し
て
理
解
で
き
る
と
し
、企
業
の
社
会
的

責
任
と
し
て
賃
上
げ
を
呼
び
か
け
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

人
手
不
足
が
広
が
る
中
、賃
金
の
水
準
は
人
材
獲

得
競
争
や
人
材
の
定
着
に
大
き
く
影
響
す
る
。大
企

業
で
賃
上
げ
が
先
行
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、コ
ロ
ナ

禍
を
経
て
再
び
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流
入
が
増
え
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、地
方
の
中
小
企
業
が
人
材
を

確
保
す
る
こ
と
は
よ
り
困
難
な
状
況
と
な
って
い
る
。

　

政
府
の
総
合
経
済
対
策
で
は
、中
小
企
業
も
含
め

て
賃
上
げ
の
動
き
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、

赤
字
法
人
を
含
め
た
賃
上
げ
促
進
税
制
の
強
化
や
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
下
に
お
け
る
取
引
価
格
の
適
正
化

な
ど
の
価
格
転
嫁
対
策
、人
手
不
足
対
応
や
生
産
性

向
上
の
た
め
の
省
人
化
投
資
支
援
な
ど
、賃
上
げ
継

続
に
向
け
た
支
援
策
を
拡
充
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、24
年
の
所
得
環
境
は
、労
働

需
要
の
持
ち
直
し
に
加
え
賃
上
げ
圧
力
の
継
続
を
受

け
て
引
き
続
き
改
善
に
向
か
う
と
み
ら
れ
る
。当
社
11

月
調
査
で
は
、24
年
度
に
賃
金
を「
引
き
上
げ
る
方
向

で
検
討
」し
て
い
る
企
業
は
6
6・3
％
と
、23
年
度
見

通
し（
6
2・4
％
）を
上
回
っ
た
。ま
た
、物
価
が
高
止

ま
り
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、消
費
の
持
続
的
な
回

復
に
は
、物
価
上
昇
分
に
見
合
っ
た
賃
上
げ
が
必
要
と

な
る
。も
っ
と
も
、既
に
23
年
に
相
応
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を

含
む
賃
上
げ
を
行
っ
た
企
業
や
、価
格
転
嫁
が
十
分
に

進
め
ら
れ
ず
収
益
が
悪
化
し
て
い
る
企
業
で
の
賃
上
げ

は
容
易
で
は
な
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、23
年
を
大

幅
に
上
回
る
賃
上
げ
に
は
至
ら
な
い
と
み
ら
れ
る
。

（
４
）設
備
投
資

新
規
需
要
の
取
り
込
み
で
能
力
増
強
、人
手
不

足
で
省
人
化
投
資

　

24
年
の
企
業
の
設
備
投
資
は
、堅
調
に
推
移
す
る

と
み
ら
れ
る
。

　

当
社
７
月
調
査
で
は
、23
年
度
上
期
に
、5
0
0
万

円
以
上
の
設
備
投
資
を
実
施
し
た
企
業
の
割
合
が
、

コ
ロ
ナ
禍
前
を
３
半
期
連
続
で
上
回
り
、コ
ロ
ナ
禍
で

先
送
り
さ
れ
て
き
た
投
資
の
再
開
を
鮮
明
に
し
た
。

　

当
社
11
月
調
査
で
は
、実
施
企
業
の
割
合
が
、23

年
度
見
込
み
で
5
0・0
％
、24
年
度
見
通
し
で
は

5
2・5
％
と
な
り
、製
造
業
、非
製
造
業
と
も
に
上

向
く
見
通
し
と
な
っ
た
。﹇
図
❼
﹈

　

24
年
度
は
、新
規
需
要
の
開
拓・取
り
込
み
を
図

る
た
め
、あ
る
い
は
需
要
の
拡
大
を
見
込
ん
で
、生
産

能
力
や
販
売
能
力
の
増
強
な
ど
の
積
極
投
資
が
増

え
る
見
通
し
で
あ
る
。ま
た
、人
手
不
足
へ
の
対
応
と

し
て
、省
人
化
投
資
や
I
C
T・ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
導
入

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
関
連
投
資
を
計
画
す
る
企
業
も
み

ら
れ
る
。﹇
図
❽
﹈

　

特
に
、省
人
化
投
資
に
つ
い
て
は
、現
状
取
り
組
ん
で

い
な
い
企
業
に
お
い
て
も
、人
手
不
足
対
応
策
と
し
て

関
心
は
高
く
、「
今
後
、で
き
れ
ば
取
り
組
み
た
い
」

（
5
5・2
％
）と
す
る
企
業
が
半
数
を
超
え
た
。今
後

取
り
組
む
予
定
の
企
業
で
は
、「
生
産
ラ
イ
ン
の一
部
自

動
化
」（
窯
業・土
石
）、「
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
」（
建
設
）、

「
セ
ル
フ
レ
ジ
」（
ス
ー
パ
ー
）、「
オ
ー
ダ
ー
シ
ス
テ
ム
、配

膳
の
自
動
化
」（
飲
食
店
）な
ど
を
計
画
す
る
企
業
が

み
ら
れ
た
。政
府
は
総
合
経
済
対
策
に
お
い
て
、中
小

企
業
の
省
力
化
投
資
を
促
進
す
る
た
め
、ロ
ボッ
ト
等
の

汎
用
製
品
を
容
易
に
選
択
し
導
入
で
き
る
よ
う
な
カ
タ

ロ
グ
作
成
の
ほ
か
、工
場
等
の
新
設
や
大
規
模
な
設
備
投

資
を
行
う
場
合
の
支
援
措
置
を
講
じ
る
と
し
て
い
る
。

（
５
）下
振
れ
リ
ス
ク

　

景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
と
し
て
は
、世
界
的
な
金

融
引
締
め
に
伴
う
影
響
や
中
国
の
不
動
産
市
場
の

停
滞
に
伴
う
経
済
の
失
速
な
ど
、外
需
の
減
速
懸
念

が
あ
る
。ま
た
、日
本
銀
行
が
金
融
緩
和
策
の
本
格

的
な
修
正
に
着
手
す
る
と
の
観
測
は
根
強
く
、こ
れ

が
金
利
上
昇
や
円
高
を
通
じ
て一部
で
は
下
押
し
圧

力
と
な
る
。こ
れ
ら
は
、そ
の
行
方
に
よ
っ
て
は
、企
業

の
輸
出・生
産・業
績
を
下
押
し
し
、個
人
消
費
や
設

備
投
資
を
減
退
さ
せ
る
リ
ス
ク
と
な
る
。ま
た
、金
融

資
本
市
場
の
変
動
に
加
え
、地
政
学
的
な
緊
張
に
よ

る
資
源・エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
な
ど
へ
の
影
響
、物
価
上

昇
な
ど
の
動
向
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

◆
県
内
企
業
の
2
0
2
4
年
へ
の
期
待

と
懸
念

　

当
社
11
月
調
査
で
は
、県
内
の
企
業
が
2
0
2
4

年
に
期
待・注
目
し
て
い
る
新
た
な
動
き
と
し
て
、ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
不
安
定
化
す
る
米
中
関
係

な
ど
地
政
学
的
リ
ス
ク
を
受
け
て
、製
造
業
に
お
け
る

「
国
内
回
帰
」の
動
き
を
期
待
す
る
声
が
複
数
聞
か

れ
た
。短
期
間
で
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
が
、動
き

が
広
が
れ
ば
内
需
の
構
造
的
回
復
に
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
世
界

的
に
進
展
す
る「
E
V（
電
気
自
動
車
）化
」の
流
れ

を
受
け
、国
産
メ
ー
カ
ー
で
の
取
り
組
み
の一
層
の
推

進
を
予
想
し
、関
連
す
る
設
備
投
資
の
増
加
を
期
待

す
る
声
が
あ
る
。建
設
業
で
も
、E
V
の
充
電
設
備

関
連
工
事
の
需
要
増
加
の
期
待
が
み
ら
れ
た
。一
方
、

E
V
シ
フ
ト
に
よ
り
、国
内
の
排
気
系・エ
ン
ジ
ン
部
品

メ
ー
カ
ー
等
の
減
産
に
よ
る
影
響
を
懸
念
す
る
企
業

や
、E
V
化
の
変
化
ス
ピ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
自
社
製
品

の
構
成
検
討
が
必
要
と
考
え
る
企
業
も
あ
り
、E
V

化
への
対
応
に
迫
ら
れ
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
る
。

　

25
年
４
〜
10
月
に
大
阪
夢
洲
で
開
催
予
定
の

「
2
0
2
5
年
日
本
国
際
博
覧
会（
大
阪・関
西
万
博
）」

に
関
連
し
て
、パ
ビ
リ
オ
ン
建
設
に
伴
う
建
設
資
材
需

要
、万
博
開
催
に
伴
い
関
西
圏
で
発
生
す
る
関
連
設
備

投
資
の
増
加
と
そ
れ
への
応
援
特
需
、建
築
物
構
造
検
査

な
ど
、間
接
的
需
要
を
期
待
す
る
声
が
み
ら
れ
た
。

　

観
光
関
連
事
業
者
で
は
、宿
泊
施
設
や
ゴ
ル
フ
場
、

鉄
道
輸
送
な
ど
で
、特
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
回
復
や
コ

ロ
ナ
禍
で
増
え
た
F
I
T（
個
人
旅
行
）の
取
り
込

み
を
期
待
す
る
声
が
み
ら
れ
た
。

　
一方
、懸
念
材
料
と
し
て
、外
国
為
替
相
場
の
急
激

な
変
動
、物
流
業
や
建
設
業
に
お
け
る「
2
0
2
4

年
問
題
」に
よ
る
人
手
不
足
対
応
や
荷
主
へ
の
影
響

等
が
挙
が
り
、今
後
、注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

各
種
経
済
対
策
も
下
支
え
し
、個
人
消
費
や
設
備
投

資
、雇
用
情
勢
を
中
心
に
緩
や
か
な
回
復
を
た
ど
っ
た
。

　

個
人
消
費
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
が
な
く
な
り
、

外
出
や
娯
楽
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
消
費
を
中
心
に
持
ち

直
し
た
。生
産
活
動
の
制
約
と
な
っ
て
い
た
半
導
体
不

足
な
ど
の
調
達
難
の
問
題
は
徐
々
に
解
消
に
向
か
い
、

年
後
半
に
は
、影
響
が
顕
著
で
あ
っ
た
自
動
車
の
挽
回

生
産
が
進
ん
だ
。ま
た
、設
備
投
資
を
実
施
す
る
企
業

の
割
合
は
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
を
上
回
っ
て
推
移
し

た
。22
年
頃
か
ら
原
材
料
価
格
等
の
高
騰
が
続
く
中
、

企
業
で
は
価
格
転
嫁
が
徐
々
に
進
み
、津
市
の
消
費
者

物
価
指
数
は
年
初
に
42
年
ぶ
り
の
高
水
準
と
な
っ
た
。

需
要
の
増
加
に
伴
い
幅
広
い
業
種
で
人
手
不
足
感
が

広
が
り
、全
国
的
な
労
働
需
給
の
ひ
っ
迫
と
賃
上
げ
機

運
を
背
景
に
、県
内
で
も
企
業
の
賃
上
げ
が
進
ん
だ
。

に
よ
って
世
界
中
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
イ
ン
フ
レ
圧
力
は
、

企
業
物
価
指
数
と
消
費
者
物
価
指
数
を
40
数
年
ぶ
り

の
水
準
に
押
し
上
げ
、物
価
高
騰
と
い
う
痛
み
を
伴
い
な

が
ら
、「
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
最
優
先
」だ
っ
た
日
本
の
デ
フ
レ
経

済
を
変
え
つ
つ
あ
る
。物
価
高
に
見
合
う
賃
上
げ
を
目

指
す
動
き
が
広
が
り
、23
年
春
闘
の
賃
上
げ
率
は
3
・

5
8
％
と
、約
30
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
水
準
が
実
現
し
た
。

　

23
年
の
景
気
は
、後
半
に
内
需
が
鈍
化
し
た
も
の
の
、

な
ら
し
て
み
れ
ば
回
復
傾
向
に
あ
る
。内
閣
府
が
23
年
12

月
８
日
に
発
表
し
た
23
年
7
ー
9
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率（
２
次
速
報
値
）は
、季
節
調
整
済
前
期
比
で
△

0・7
％（
年
率
△
2・9
％
）と
３
四
半
期
ぶ
り
の
マ
イ
ナ

ス
成
長
と
な
っ
た
。マ
イ
ナ
ス
の
主
因
は
、自
動
車
の
輸
出

増
加
に
伴
う
民
間
在
庫
の
減
少（
寄
与
度
△
0・5
％
）に

よ
る
も
の
で
、前
期
4
ー
6
月
期
の
成
長（
＋
0・9
％
）の

反
動
と
い
う
側
面
も
あ
り
、景
気
の
腰
折
れ
を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
い
。た
だ
、民
間
消
費（
寄
与
度
△
0・1
％
）、

設
備
投
資（
△
0・1
％
）、住
宅
投
資（
△
0・0
％
）の
内

需
が
振
る
わ
ず
、景
気
の
回
復
に
は
も
た
つ
き
が
み
ら
れ

た
。一方
、法
人
企
業
統
計
で
は
、7
ー
9
月
期
の
設
備
投

資
は
前
年
同
期
比
で
伸
び
率
が
鈍
化
し
た
も
の
の
＋
3・

4
％
で
、経
常
利
益
は
7
ー
9
月
期
と
し
て
は
過
去
最
高

額
と
な
っ
た
。内
閣
府
は
、11
月
の「
月
例
経
済
報
告
」の

基
調
判
断
を「
景
気
は
こ
の
と
こ
ろ一
部
に
足
踏
み
も
み

ら
れ
る
が
、緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。」と
し
た
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ（
経
済
協
力
開
発
機
構
）が
11
月
29
日
に

発
表
し
た
世
界
経
済
見
通
し
で
は
、世
界
の
実
質
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
は
、過
去
2
年
間
の
金
融
政
策
の
引
き
締

め
、貿
易
の
伸
び
悩
み
な
ど
の
影
響
で
、23
年
は
2・9

％
、24
年
は
2・7
％
に
緩
や
か
に
減
速
す
る
と
予
測

し
て
い
る
。世
界
の
経
済
成
長
は
ア
ジ
ア
の
主
要
な
新

興
国
に
依
存
す
る
と
し
、イ
ン
フ
レ
は
22
年
の
ピ
ー
ク
か

ら
低
下
し
た
も
の
の
引
き
続
き
課
題
で
あ
る
と
し
た
。

日
本
の
成
長
率
は
、22
年
の
0・９
％
か
ら
23
年
は
1・

7
％
、24
年
は
1・0
％
に
な
る
と
予
測
し
、回
復
ペ
ー

ス
は
緩
や
か
に
な
る
と
し
て
い
る
。Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
通
貨

基
金
）が
10
月
に
発
表
し
た
見
通
し
で
も
、日
本
の
成

長
率
は
22
年
が
1・0
％
、23
年
が
2・0
％
、24
年
が

1・0
％
と
同
程
度
の
成
長
を
見
込
ん
で
い
る
。

2
三
重
県
経
済
の
現
状

　

2
0
2
3
年
の
三
重
県
経
済
は
、新
型
コ
ロ
ナ
の
５

類
移
行
を
経
て
経
済
活
動
が
正
常
化
に
向
か
う
中
で
、

　

2
0
2
4
年
の
三
重
県
経
済
は
、経
済
活
動
の
正
常

化
が
続
く
中
、各
種
経
済
対
策
も
下
支
え
し
て
、個
人

消
費
や
設
備
投
資
、雇
用
情
勢
で
緩
や
か
な
持
ち
直
し

が
続
く
と
み
ら
れ
る
。た
だ
し
、年
後
半
に
か
け
て
は
個

人
消
費
の
伸
び
が
一
巡
し
、回
復
ペ
ー
ス
は
や
や
鈍
化
す

る
見
通
し
。な
お
、世
界
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感
は

強
く
、下
振
れ
リ
ス
ク
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
※
2
0
2
3
年
12
月
11
日
脱
稿
）

1
日
本
経
済
の
現
状
と
見
通
し

　

2
0
2
3
年
の
日
本
経
済
は
、大
転
換
期
の
始
ま
り

を
示
唆
し
た
。３
年
間
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、

５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
感
染
症
法
上

の
５
類
に
移
行
し
、経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
ん
だ
。企

業
の
業
績
は
上
向
き
、財
務
省
が
四
半
期
毎
に
発
表
す

る「
法
人
企
業
統
計
」で
は
、23
年
4
ー
6
月
期
の
法
人

企
業
の
経
常
利
益
が
全
2
7
8
期
中
で
過
去
最
高
を

記
録
し
た
。日
経
平
均
株
価
は
、東
京
株
式
市
場
で
６
月

に
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
33
年
ぶ
り
の
高
値
を
付
け
た
後
、

11
月
に
は一時
そ
れ
を
上
回
り
、「
卯（
う
）は
跳
ね
る
」の

株
式
相
場
格
言
通
り
、歴
史
的
高
値
の
展
開
が
続
い
た
。

一
方
、22
年
２
月
に
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

設備投資実施企業の割合
（投資額500万円以上）7

賃上げ企業の割合と賃上げ率
（各年７月時点）6

 全体 製造業 非製造業

資料：当社「業況に関する調査」
（2023年11月16日～27日実施、回答202社）
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設備投資の実施内容8

資料：当社「業況に関する調査」（2023年11月16日～27日実施、回答202社）

 増やす予定  増やしたい 減らす予定 減らしたい 特に増減しない

資料：当社「景況調査」
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賃上げ企業割合 賃上げ率

（％）

（年、月）
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※投資額500万円未満を含む
資料：当社「業況に関する調査」（2023年11月16日～27日実施、回答202社）
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2024年度見通し


